
中１関①（使用するICT教材名）
【中１関①比例のグラフと変域 】.pptx
【中１関①比例のグラフ 】.pptx

（授業の準備）＊ねらい＊
伴ってかわる２つの変数に着目して比例の 教科書・ノート

グラフを描き、ｘとｙの値の取り得る範囲を 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
（少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）考え、不等号を使って表すことができる。

ｙ＝ｘのグラフで、変域が－２≦ｘ≦１のとき、ｙの変域を求めよ。［学習課題１］
（他 類題４問）

ｙ＝－３ｘのグラフで、変域が－２＜ｘ≦１のとき、ｙの変域を求めよ。［学習課題２］

基本的な流れ 指導のポイント

◎グラフをかくのが苦手な生徒もいるので、生徒の習熟度に合１.前時の復習をする。
わせて既習事項を使って、前時の復習をする。

[ICT（再現化 【 ］ｙ＝ｘのグラフを描きなさい。 ） 】中１関①比例のグラフ.pptx
＊既習事項を復習
比例のグラフを描くのが苦手な生徒に、既習事項をプレゼン
テーションソフトで見せて復習する。

２.［学習課題１］に取り組む。
[ICT（可視化 【 ］） 】中１関①比例のグラフと変域.pptx

（発問１） 変域外を隠すことでグラフを限定し、ｘの変域に応じたｙの
ｘの変域が－２≦ｘ≦１のとき 範囲を明らかにする。
ｙの変域はどうなるか？

（生徒の思考）
・変域の言葉の意味が分からない
・ｙの変域が捉えにくい。

○学習課題１が終わったら、類題を解かせる。
「 」 「 」 。○変域については 数の大小 や 関係を表す式 を復習する

３.［学習課題２］に取り組む
[ICT（効率化 ］）

（発問２）－２＜ｘ≦１は－２ 実物投影機を使って、根拠を明確にして自分の考えを相手に
は含まれるか 分かりやすく伝えることができる。

（生徒の思考） ○以上、以下、未満、～より大きいについて復習する。
・ －２より大きい」の表し方が ◎数直線を使って復習すると分かりやすい。「
分からない。

[ICT（可視化 【 ］・ 以上 以下 と 未満 ～「 」、「 」 「 」、「 ） 】中１関①比例のグラフと変域.pptx
より」の区別がつかない。 上述の学習課題１と同様に変域外を隠すことで、ｘの変域に

応じたｙの範囲を明らかにする。

（技）比例のグラフをもとに，ｘの変域に対応するｙの変域を
求めて不等式を使って表すことができる。

４.学習のまとめをする。
[ICT（可視化 【 ］） 】中１関①比例のグラフと変域.pptx

（発問３）
ｘの変域が－２＜ｘ≦１のと
き、ｙの変域で一番小さい値と
大きい値は何だろう。

・伴ってかわる２つの変数に着目
して比例のグラフを描きｘとｙ
の値の取り得る範囲を考え、不 ○以上、以下、未満、～より大きいに注意して、ｘとｙの値の
等号を使って表すことができ 取り得る範囲を考え、不等号を使って表すことができる。
る。

指導例 （中学１年 比例のグラフと変域）
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中１関②（使用するICT教材名）
[中１関②比例と反比例の動点 ].pptx

＊ねらい＊
（授業の準備）点が移動した距離に伴って変化する三角形

の面積を、表・式・グラフを使って考察する 教科書・ノート
ことを通して、比例や反比例の事象の様子を 実物投影機・プロジェクタ・パソコン

（少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）数学的に捉えることができる。

一辺が１０ｃｍの正方形ＡＢＣＤがある。［学習課題］

① ②
△ＡＢＰの面積をｙｃｍ ＡＢ上の点をＡ 、ＢＣ上の点

２
’

とする （点ＰはＢＣ上を を、Ｃ’とする。。
点ＢからＣまで動く） △Ａ ＢＣ’の面積は常に６ｃ’

△ＡＢＰの面積を表・ ｍ である。△△Ａ ＢＣ’
２

’

式・グラフで表し、どん の面積を表・式・グラフで表
な関数かを考えよう。 し、どんな関数かを考えよう。

基本的な流れ 指導のポイント

○学習課題を提示した後、①、②の事象をみる。１.学習課題を把握する。
で①、②の事象を見せる。ICT

［ICT（可視化） ］中１関②比例と反比例の動点.pptx
（発問１）①、②の面積の増え 変域に応じた三角形の面積の変化について視覚的に把握す
方はどんな特徴があるだろう る。
か。 ①

（生徒の思考①について）
点Ｐの位置
①点ＰがＢからＣまで動くとき面 ②
積は増加している。

（生徒の思考②について）
△ の面積は常に６ｃｍ であ② A'BC' ２

るから、ｘｙ＝一定となる。

○①については比例の動点の課題である。２年時の１次関数の２.学習課題を追究する。
動点の学習につなげるためにも、表・式・グラフで事象をし

△ の面積を表、式、グラ っかりと捉える。ABP
フを使って考えてみよう。 ○②については、ｘｙ＝一定である。求めている面積は三角形

の面積である。生徒によっては「÷２」を忘れ、ｘｙ＝６と
つまずく場合も想定される。

○表、式、グラフができた生徒は伴って変わる２つの変数につ
いても考える。

①（式）ＢＰ間の距離はｘｃｍである。 ③（式）底辺はＢＣ （ｘｃｍ）’
△ＡＢＰ＝１０×ｘ÷２ 高さはＡＢ （ｙｃｍ） （反比例）'

ｙ＝５ｘ（比例） よって ｘ×ｙ÷２＝６ ｘｙ＝１２

○ 点Ｐの位置によって（変域）面積が変化していく様子を表３.学習課題を解決する。考えを
・式・グラフから説明する。発表し、全体で比較・検討する。

[ICT（効率化 ］（発問２）①、②はどんな関数 ）
になっているだろうか？ その 実物投影機で、他者の多様な考え方を学ぶことでそのよ
理由も説明しよう。 さに気付く。

①比例 ｙ＝５ｘ ｸﾞﾗﾌは（略） ② 反比例 ｘｙ＝１２ ｸﾞﾗﾌは（略）
x 0 1 2 3 4 8 9 10 x 1 2 3 4 10 12・・・ ・・・ ・・

y 0 5 10 15 20 40 45 50 y 12 6 4 3 1.2 1・・・ ・・・ ・・

（思）変域を捉えて三角形の面積の変化を表・式・グラフに表（生徒の思考）
して、相手に分かりやすく説明することができる。・①は比例、②は反比例である。

○①は点Ｐが辺ＢＣ上にある位置によって面積が変化すること４.学習のまとめをする。
変域によって、三角形の面積が を表・式・グラフから確認する。

変化する。 ○②はｘが増加すればｙは減少し、ｘｙ＝一定である反比例の
事象であることを確認する。

指導例 （中学１年 比例と反比例の動点 ）

- 資料2 -



中２関①（使用するICT教材名）
【 】中２関①一次関数の立式①.xlsx
【 】中２関①一次関数の立式②.xlsx

（授業の準備）＊ねらい＊
伴って変わる２つの変数を取り出し、その 教科書・ノート

変化の特徴から一次関数の式を捉えられる。 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
（少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）

［学習課題］
円柱の形をした水そうに深さ３ｃｍのところまで水が入っている。この水そうに１分間に深さが

２ｃｍずつ増加するように水を入れる。水を入れ始めてからｘ分後の水の深さをｙｃｍとするとｙ
をｘの式で表そう。
［演習］
長さ16cmの線香に火をつけると、１分間に0.5cmずつ短くなった。火をつけてからｘ分後の線香

の長さをｙｃｍとして、ｙをｘの式で表そう。

基本的な流れ 指導のポイント

○学習課題を説明した後、 自作教材を見せて発問する。１.学習課題を把握する。 ICT

[ICT（可視化 【 ］（発問１） ） 】中２関①一次関数の立式①.xlsx

「始めにある量」と「伴って
変わる２つの変数」は何だろ
う？

（生徒の思考）
・ 始めにある量 ・・３ｃｍ「 」
・ 伴って変わる２つの変数」 始めに３ｃｍある １分後は２ｃｍ×１分「
時間ｘ分が変わるとそれに伴っ ２分後は２ｃｍ×２分
て、水の深さｙｃｍが変わる。 ではｘ分後は？

（発問２）
この関数は始めにある一定の ○伴って変わる２つの量を捉え、初期値や変化の特徴（増加関

量から増加するか 減少するか 数か減少関数か）や事象にあるきまりを考察する。、 。

◎数学が苦手な生徒は、伴って変わる２つの変数を捉えること２.学習課題を追究する。
、「 、＊学習課題は上記 が苦手なため ～が変わるとそれにともなって～が変化し

（生徒の思考） 水の量は○○する」と事象を捉えさせる。
・ｙ＝ａｘ＋ｂにｂ＝３、ａ＝２ ◎初期値のとらえ方が苦手である生徒が多いと予想されるた
を代入するとｙ＝２ｘ＋３ め、初期値ｂは「始めにある量」と捉える。

３.学習課題を解決する 【演習】。
[ICT（効率化 ］に取り組む。 ）

（生徒の思考） 実物投影機で、他者の多様な考えを学ぶことでそのよさに
・式をつくることは簡単 気づく。
・比例に似ている。始めに３ｃｍ
から一定量増えていく。 ◎初期値のとらえ方が苦手である生徒が多いと予想される。先

ほどの問題を生かし、初期値ｂとａの表す事象と数値を捉え
（生徒の思考） て立式する。
・線香が短くなるから減少（減っ

[ICT（可視化 ］ていく）関数 ）【中２関①一次関数の立式②.xlsx】
・初期値16の式への表し方がわか
らない。

・始めにある量は16ｃｍであり、
時間が経つにつれ、線香が燃え
て短くなる。

（技）題意から伴って変わる２つの数量の関係と初期値を捉・ｙ＝16－0.5ｘ
え、一次関数の式を立式することができる。

○式を作るときは必ず始めにある量や長さであるｂ（初期値）４.学習のまとめをする。
一次関数の式の特徴について振 を問題から読み取り また伴って変わる２つの変数からａ 比、 （

り返る。 例定数）を明らかにする

指導例 （中学２年 一次関数の立式 ）
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中２関②（使用するICT教材名）
中２関②一次関数と比例のグラフの比較.【

pptx 【中１関①比例のグラフ.pptx】】

（授業の準備）＊ねらい＊
一次関数と比例のグラフや表を比べること 教科書・ノート

を通して、その類似性や相違点を調べてその 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
（少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）特徴を捉えることができる。

［学習課題］
次の関数のグラフを描き、似ているところや異なるところをまとめてみよう。
① ｙ＝２ｘ ② ｙ＝２ｘ＋３
［演習］
① ｙ＝－ｘ ② ｙ＝－ｘ－２

基本的な流れ 指導のポイント

◎ｙ＝２ｘの表を仕上げ、点をプロットさせる。１.学習課題を把握する。
◎代入が苦手な生徒はｙ＝２ｘの表に３を加えさせ、ｙの値を

学習課題に取り組む。 求める。
○気付いたことを記述させるとき 「表から～」というように、

（生徒の思考） 何を使ったのかを書かせる。
【類似点】

【 】］・グラフを見ると２本とも右上が [ICT 可視化（ ）中２関②一次関数と比例のグラフの比較.pptx
りの直線である。

・グラフを見ると２本とも平行な
直線である。

【相違点】
・ｙ軸の正の方向に３上がってい
る。

○ ］を参考にして、演習問題に取り組む。２.演習に取り組む。 [ICT（可視化）

（生徒の思考） ○前の学習課題と比較させて、一次関数と比例のグラフの類似
・比例定数が負の場合も 類似点 点と相違点を明らかにする。【 】

[ICT（再現化 ［中１【相違点】は同じである。 ◎比例のグラフが苦手な生徒は、 ］で） 、
に戻って復習する。関①比例のグラフ.pptx］

３.学習課題を解決する。
[ICT（可視化 【 ］考えを発表し、全体で比較・ ） 】中２関②一次関数と比例のグラフの比較.pptx

ｙ＝ａｘとｙ＝ａｘ＋ｂを比較するとｙ軸の正の方向にｂ検討する。
（平行移動）については 教材を使って確認して、そのICT

（発問）ｙ＝ａｘをどのように 特徴をまとめる （一般化）。
移動するとｙ＝ａｘ＋ｂに重
なるか？

○ｙ軸の正の方向に－ 移動と、ｙ軸の負の方向にｂ移動は同b
（生徒の思考） じ意味であることを説明する。
・ｙ軸の正の方向にｂだけスライ ○スライドすると答えた生徒は、既習である中１の学習「平行
ドする。 移動」という言葉を想起するよう、支援する。

・比例のグラフとの類似点（傾き ○「ｙ切片」について、指導者が説明する。
が等しい）や相違点（初期値）

（技）一次関数と比例のグラフの特徴を比べて相違点と類似点があることを利用する。
を考えて、その特徴を捉えることができる。

○一次関数と比例のグラフの相違点や類似点について、また切４.学習のまとめをする。
一次関数と比例の関係について 片の意味する初期値についても再度確認する。

まとめる。

指導例

（中学２年 一次関数と比例のグラフの比較 ）
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中２関③（使用するICT教材名）
【 】中２関③一次関数のグラフと変域.pptx

【中２関③一次関数のグラフ.pptx】

＊ねらい＊
（授業の準備）一次関数の事象の伴って変わる２つの変数

に着目してグラフを描き、ｘとｙの値の取り 教科書・ノート
得る範囲を考えて、不等号を使って変域を表 実物投影機・プロジェクタ・パソコン

（少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）わすことができる。

ｙ＝ｘ＋１のグラフで、変域が－４≦ｘ≦１のとき、ｙの変域を求めよ。[学習課題１]
ｙ＝－ｘ＋２のグラフで、変域が－１≦ｘ＜２のとき、ｙの変域を求めよ。[学習課題２]
ｙ＝ｘ－１のグラフで、変域が－２≦ｘのとき、ｙの変域を求めよ。[演習]

基本的な流れ 指導のポイント

◎グラフを描くのが苦手な生徒もいるので一次関数のグラフを１.前時の復習する。
＊既習事項を復習復習する。

[ICT（再現化 【中２関③一次関数のグラフ.pptx ］ｙ＝ｘ＋１のグラフを描きなさ ） 】
い。 一次関数のグラフをかくのが苦手な生徒に、既習事項をプ

レゼンテーションソフトで見せて復習する。

２.［学習課題１］に取り組む。
[ICT（可視化 【中２関③一次関数のグラフと変域.pptx ］） 】

（発問１）変域が－４≦ｘ≦１ ・変域外を隠すことでグラフを限定し、ｘの変域に応じたｙ
のときのグラフの範囲はどこか の範囲を明らかにする。
らどこまででしょう？

（生徒の思考）
・変域の言葉の意味が分からな
い。

・－４≦ｘ≦１の読み方が分から
ない。

・ｙの変域が捉えにくい。

（発問２）そのときのｙの変域 ◎変域については中学１年での既習事項であるので確認する。
はどうなるだろうか？ ○学習課題１が終わったら、類題を解かせる。

３.[学習課題２］に取り組む
[ICT（効率化 ］）

実物投影機を使って、根拠を明確にして自分の考えを相手に（ ） （ ）発問３ ｘ＜２ ｘは２未満
分かりやすく伝えることができる。は、２は含まれるか

（生徒の思考） ○以上、以下、未満、～より大きいについて復習する。
・２未満のところの表し方が分か

[ICT（可視化 【中２関③一次関数のグラフと変域.pptx ］らない。 ） 】
・ 以上 以下 と 未満 ～ 上述の［学習課題１］と同様に変域外を隠すことで、ｘの変「 」、「 」 「 」、「
より」の区別がつかない。 域に応じたｙの範囲を明らかにする。

（技）１次関数のグラフをもとに，ｘの変域に対応するｙの変域
を求め、不等式で表すことができる。

４.学習のまとめをする。
[ICT（可視化 【中２関③一次関数のグラフと変域.pptx ］［演習］に取り組む。 ） 】

（発問４）ｘの変域が－２≦ｘ
のとき、ｙの変域で一番小さい
値はどこだろう？

一次関数のグラフを描き、ｘと
ｙの値の取り得る範囲を考え、不
等号を使って変域を表すことがで ○変域が－２≦ｘのときは、ｙ＝－３が最小値であり、最大
きる。 値はない（－３から増えていく）ことを から捉える。ICT

指導例

（中学２年 一次関数のグラフ 【変域】 ）
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中２関④（使用するICT教材名）
【 】中２関④一次関数の動点①.pptx
【 】中２関④一次関数の動点②.pptx

＊ねらい＊
（授業の準備）点が移動した距離に伴って変化する三角形

の面積を表・式・グラフを使って表すことを 教科書・ノート
通して、一次関数の事象の様子を数学的に捉 実物投影機・プロジェクタ・パソコン

（少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）えることができる。

［学習課題］
長方形ＡＢＣＤで、ＡＢ＝３ｃｍ、ＡＤ＝４ｃｍである。

点ＰがＡからｘｃｍ動いたときの△ＡＰＤの面積をｙｃｍ とし２

て、△ＡＰＤの面積の変化の様子を調べましょう。
点Ｐが ① 辺ＡＢ上 ② 辺ＢＣ上 ③ 辺ＣＤ上にあるとき

の△ＡＰＤの面積の様子を表・式・グラフを使って表すこと。

基本的な流れ 指導のポイント

○生徒たちは変域に応じた三角形の面積の変化を捉えること１.学習課題を把握する。
点ＰはＡを出発して、辺上をＢ、 が苦手であると予想されるため、実際に方眼紙に三角形を
Ｃを通ってＤまで動く。 描かせて体感させる （増加→一定→減少）。

［ICT（可視化 【中２関④一次関数の動点①.pptx ］（発問１） ） 】
点Ｐの位置によって、 変域に応じた三角形の面積の変化について視覚的に把握で
△ＡＰＤの面積はどうなるか？ きる。

①増加 ②一定 ③減少
（生徒の思考）点Ｐの位置
①ＡＢ上にあるときは面積は増加
②ＢＣ上にあるときは面積は一定
③ＣＤ上にあるときは面積は減少

２.学習課題を追究する。
[ICT（可視化 【中２関④一次関数の動点②.pptx ］＊学習課題は上記 ） 】

（生徒の思考） つまずきやすい③のＰＤ間の距離を把握する。
①ＡＰ間の距離はｘｃｍである。

２△ＡＰＤの面積は２ｘｃｍ
②底辺はＡＤ（４ｃｍ）で一定
高さもＡＢ（３ｃｍ）で一定

２よって面積は６ｃｍ
③のＰＤ間の距離が捉えにくい。

○ 点Ｐの位置によって（変域）面積が変化する様子を表・式３.学習課題を解決する。考えを
・グラフから説明する。発表し、全体で比較・検討する。

（生徒の思考）
[ICT（効率化 ］③はＰＤ（１０－ｘ）ｃｍである ）

から、 実物投影機で、他者の多様な考え方を学ぶことでそのよさ
に気付く。（式）

△ＡＰＤ＝６×（１０－ｘ）÷２
＝３（１０－ｘ） ○点ＰがＡＢ上にあるときは、中学１年の比例の学習である
＝３０－３ｘ ことを抑える。

面積（３０－３ｘ）ｃｍ ○点ＰがＢＣ上の時はグラフが一定であるｙ＝ｋの形である２

ことをグラフから確認する。（表）
◎③が捉えにくいと考えられるので、ＩＣＴを使って丁寧にx 0 1 2 3 5 7 8 9 10
指導する。y 0 2 4 6 6 6 4 2 0

（思）変域を捉えて三角形の面積の変化を表・式・グラフに（ｸﾞﾗﾌは省略）
表し、根拠を明確にして相手に分かりやすく説明すること
ができる。

○点Ｐが変域（辺ＡＢ、辺ＢＣ、辺ＣＤ上）によって三角形４.学習のまとめをする。
・変域によって、△ＡＰＤの面積 の面積が変化することを表・式・グラフから確認して事象
は変化することが分かる。 の様子を数学的に捉えることができる。

指導例 （中学２年 一次関数の動点 ①）
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中２関⑤（使用するICT教材名）
【中２関⑤プロジェクタの距離.mpg】
【 】中２関⑤プロジェクタの距離.jpeg

＊ねらい＊
（授業の準備）実生活の場面での問題を解決するために、

図や表で与えられた情報から目的に応じて必 教科書・ノート
要な情報を適切に選択して数学的に解釈し、 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
相手に分かりやすく説明する。 （少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）

［学習課題］
健治さんの学校では新入生歓迎会のとき

に、体育館で部活動紹介の映像を流します。
映像はプロジェクタでスクリーンに映し出し
ます。そこで、健治さんはプロジェクタの置
き場所を決めようとしています。

基本的な流れ 指導のポイント
１.学習課題を把握する。

［ICT（可視化 【 ］） 】中２関⑤プロジェクタの距離.mpg
（発問１）映像を見ることによ 実際に映像を見せることで生徒に事象にあるプロジェクタの
ってプロジェクタの投影距離を 投影距離と投影画面の大きさ、映像の明るさと投影画面の面
変えることに伴って何か変わる 積の関係について考察する。
ものはありますか。

○生活体験が不足している生徒にとって、プロジェクタの位置
（生徒の思考） によって投影画面のイメージがわくよう、映像で捉えられる
・投影画面の高さと幅が変わる。 ように工夫した。
・投影距離を長くすると映像は暗 ○映像を見ることにより、伴って変わる２変量を捉えたい。
くなる。

２.学習課題を追究する。
投影距離 投影画面の大きさ

投影画面をスクリーンからはみ 高さ(ｍ) 幅(ｍ) 面積(ｍ )（ｍ）
２

1.0 0.6 0.8 0.48出さないようにするには投影距
1.5 0.9 1.2 1.08離を何ｍにすればいいか。
2.0 1.2 1.6 1.92

（発問２）投影距離とスクリー
［ICT（可視化 【 ］ンの関係を調べるには表のどこ ） 】中２関⑤プロジェクタの距離．jpeg

に着目すればよいか。

（生徒の思考）
・投影距離と投影画面の高さや幅
の関係は比例である。

・投影画面の大きさは投影距離に
よって変わる。

３.学習課題を解決する。考えを
［ICT（効率化 ］発表し、全体で比較・検討する。 ）
生徒の考えを実物投影機で拡大して相手に説明する。

（発問３）投影距離は７ｍか、
それとも８ｍにしたらいいか。 ○７ｍか８ｍか判断するときに、どのように考えたのかを表、
資料の中の情報を基に表、式、 式、グラフを基に関数関係を捉えて相手に説明できるように
グラフの何を使ったか、そう考 指導する。
えた理由を相手に分かるように ◎苦手な生徒には表の続きを書くと、投影距離と投影画面の大
説明しよう。 きさの関係を捉えやすい。

（思）日常事象における数量の関係を式で表し、その数量の関
係を根拠として事柄が成り立つ理由を説明する。プロジェクタの明るさは変えら

れない。映像の明るさを２倍す
（映像の明るさ）＝（プロジェクタの明るさ）÷（画面の面積）るにはどうすればいいか ○

（映像の明るさ 、ｘ＝ （画面の面積）との式を参考に、ｙ＝ ）
して、立式すると反比例の関係になることが分かる。（生徒の思考）

・画面の面積を半分にする。

生活事象を基にして、条件を選択して解釈し、課題を考察する４.学習のまとめをする。
・必要な情報を選択して解釈し、 ことができる。第３学年の「２乗に比例する関数」や「相似な
相手に分かりやすく説明するこ 図形」の学習でも考察できる。
とができる。

指導例

（中学２年 プロジェクタの最適な投影距離）

1 .jpg中３関⑤( ) 2 .jpg中３関⑤( ) 3 .jpg中３関⑤( )

全国学力・学習状況調査平成 年度 中学校27
（国立教育政策研究所教育課程研究センター）
授業アイディアＰ９
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中２関⑥（使用するICT教材名）
【 】中２関⑥一次関数の動点②.pptx

＊ねらい＊
（授業の準備）点が移動した距離に伴って変化する四角形

の面積を、表・式・グラフを使って考察する 教科書・ノート
ことを通して、一次関数の事象の様子を数学 実物投影機・プロジェクタ・パソコン

（少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）的に捉えることができる。

［学習課題］
、 、 ， 、右の図の台形ＡＢＣＤで ２点Ｐ ＱはそれぞれＤ Ｂを同時に出発し

点Ｐは辺ＤＡ上を一往復し、点Ｑは辺ＢＣ上をＣまで、どちらも毎秒１ｃ
ｍの速さで動きます。
点Ｐ、Ｑが動き始めてからｘ秒後の４点Ａ、Ｂ、Ｑ、Ｐを結んでできる図
形の面積をｙｃｍ として、次の問いに答えなさい。２

（１）１秒後、３秒後のｙの値を求めなさい。
（２）ｘの変域が２≦ｘ≦４のときについて、ｙをｘの式で表しなさい。
（３）面積の変化のようすを表すグラフをかきなさい。
（４）四角形ＡＢＱＰの面積が、台形ＡＢＣＤの面積の半分になるのは何秒後ですか。

基本的な流れ 指導のポイント

○生徒たちは変域に応じた四角形の面積の変化を捉えることが１.学習課題を把握する。
点ＰはＤを出発して、辺上をＢ、 苦手であると予想される。
Ｃを通ってＤまで動く。 ○発問の後に 教材を見せる。ICT

［ICT（可視化 【中２関⑥一次関数の動点②.pptx ］（発問１） ） 】
点Ｐ、Ｑの位置によって、四角
形ＡＢＱＰの面積はどのように
なるか？

（生徒の思考）点Ｐの位置
① ＰがＤから出発し、ＡＤ間に
あるとき

② ＰがＡから折り返し、ＡＤ間
にあるとき

○前時の一次関数の動点の学習から変域によって式が変わるこ２.学習課題を追究する。
＊学習課題は上記（１ （２）に とに気付く。）
取り組む ○課題の（１ （２）に取り組み０≦ｘ≦２と、２≦ｘ≦４に）
（生徒の思考） 分けて考えることに気付く。
・ＢＱ間の距離は変域にかかわら

［ICT（再現化 【中２関④一次関数の動点①.pptx ］ずｘ である。cm ） 】
・ＡＰ間の距離は変域により変化 学習課題が難しいときは、この教材を復習する。
する。

○ 点Ｐ、Ｑの位置によって（変域）面積が変化していく様子３.学習課題を解決する。考えを
を表・式・グラフから説明する。発表し、全体で比較・検討する。

（生徒の思考）
[ICT（効率化 ］① ）
実物投影機で、他者の多様な考え方を学ぶことでそのよさ【０≦ｘ≦２】
に気付く。ＡＰ＝ ２－ｘ（ ）

ＢＱ＝ｘ
○式が一番捉えにくいと考えられる。式が分からない生徒は表
を仕上げるよう指示する。

【台形の面積】 ○課題が終わった生徒は、表のよさ（伴って変わるｘとｙの変
（２－ｘ＋ｘ）×２÷２＝２ 化が捉えやすい）式のよさ（数値が正確に捉えられる）グラ

２ｃｍ フのよさ（視覚に訴えやすい）などのそれぞれのよさを考え２

② て発表する。
【２≦ｘ≦４】

（思）点Ｐの動きによって、変域に応じた、四角形の面積の変ＡＰ＝ ｘ－２（ ）
化を表・式・グラフに表すことができ、言葉や式を使って相ＢＱ＝ｘ
手に分かりやすく説明できる。

(表）【台形の面積】
（ｸﾞﾗﾌ）略x 0 1 2 3 4（秒）

（ｘ－２＋ｘ）×２÷２
y cm 2 2 2 4 6＝２ｘ－２ ２ｘ－２ｃｍ （２ 2

○点Ｐが変域によって四角形の面積が変化することを表・式・４.学習のまとめをする。
四角形の面積は変化の様子につ グラフから確認して、相手に分かりやすく説明できる。

いて振り返る。

指導例 （中学２年 一次関数の動点② ）

は 間P AD
は と一致P A

は と一致P A は 間P AD
は と一致P D
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中３関①（使用するICT教材名）
【中３関①二乗に比例する関数の
変域.pptx】

（授業の準備）＊ねらい＊
二乗に比例する関数の伴って変わるｘとｙ 教科書・ノート

の値の取り得る範囲を考え、不等号を使って 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
（少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）表し、その考えを相手に説明できる。

［学習課題］
ｙ＝ｘ のグラフで、①～④のときのｙの変域を求めなさい。２

① １≦ｘ≦４ ② －３≦ｘ≦－１ ③ －３≦ｘ≦４ ④ －２≦ｘ≦１
（ その他 類題２問 チャレンジ問題２問）

基本的な流れ 指導のポイント

１.既習事項の復習をする。
[ICT（再現化 【中１関①比例のグラフの変域.pptx ］） 】
【中２関③一次関数のグラフとの変域.pptx】
・変域について復習する

○変域については生徒の苦手意識がある。不等式についても理
解が浅い生徒がいることから、授業の導入で復習する。

２.[学習課題]に取り組む。
（ ）【 】］[ICT 可視化 中３関①２乗に比例する関数の変域.pptx

・変域外を隠すことでグラフを限定し、ｘの変域に応じたｙ
（発問１）ｘの変域は決まって の範囲を明らかにする。
いるが、ｙの変域を考えるとき
はどうしたらいいだろう？

（生徒の思考）
・変域の言葉の意味が分からない
・ｘの変域を固定してｙの変域を
見付ける。

・②が類題である。

○変域を考えたとき、放物線のどこからどこまでが範囲である
かを考える。

○ｘの変域が０をまたぐときは、ｙの最小値（最大値）に注意３.学習課題を解決する。考えを
する、発表し、全体で比較・検討する。

③に取り組む。
[ICT（可視化 ］）【中３関①２乗に比例する関数の変域.pptx】

（発問２） 同様に変域外を隠すことで、ｘの変域に応じたｙの範囲を明－３≦ｘ≦４のとき
らかにする。のｙの変域はどう考えたらいい

だろう？

（生徒の思考）
・ｘ＝－３を代入するとｙ＝９
ｘ＝４ を代入するとｙ＝１６
となるから９≦ｙ≦１６

・最小値は９だろうか？最小値は
０であると思う。 ○比例、一次関数のグラフを想起させ、ｘの変域の端点に対応

するｙの値を求める方法でよいかを生徒に投げかけ、生徒の
思考を揺さぶる。

（思）２乗に比例する関数のグラフを基に，ｘの変域に対応する
ｙの変域を求めてグラフを使い、根拠を明確に説明できる。

○二乗に比例する関数の変域はｘの変域の端点に対応するｙの４.学習のまとめをする。
・二乗に比例する関数の変域を振 値ではないことを再度確認し、２乗に比例する関数の変域の
り返る。 求め方を振り返る。

指導例

（中学３年 二乗に比例する関数 【変域】 ）
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中３関②（使用するICT教材名）動画
【中３関②卓球ボール導入.mpg】
【中３関②卓球ボール動き.mpg】
【中３関②２秒から４秒.mpg】

＊ねらい＊
（授業の準備）斜面上を落下する物体の運動からｘの増加

量に対するｙの増加量の割合を調べる活動を 教科書・ノート
通して、関数 の変化の割合の意味を 実物投影機・プロジェクタ・パソコンｙ＝ａｘ

２

表・式・グラフから考えることができる。 （少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）

［学習課題］
卓球ボールの動きを表に表すと次のようになった。
これをグラフにしてみよう。できたグラフと表を使い、式を求めて考えていこう。

( ）1
x 秒 時間 ０ １ ２ ３ ４ ５ □ □（ ）【 】

ｙ 距離 ０ １ ４ ９ □ □（ ）【 】cm 16 25
( ) グラフを描き、式を考えよう。2
( ) ①２秒後から４秒後までの平均の速さを求めなさい （自作ビデオ教材で示す）3 。

②５秒後から７秒後までの平均の速さを求めなさい。
( ) ｘの増加量は落ちる時間を表しているが、ｙの増加量は何を表しているだろう。4
( ) この場合の変化の割合は何を意味しているだろう？5

基本的な流れ 指導のポイント

◎事象が捉えにくい生徒には繰り返しビデオを見せたり、途中１.学習課題を把握する。
で再生を停止したりして、球の運動を捉えやすくする。

１秒毎のコマ送りでビデオを見 ○一定の間隔（１秒単位）で球の位置（落下した距離）を調べ
て、１秒間に落下する距離が次第 ることにより、２つの数量の関係（関数）が存在することに
に大きくなっていることを確認す 気付かせる。
る。

［ICT（可視化 ］（答えの自作ビデオを２回再生） ）
【中３関②卓球ボール導入 】.mpg
【中３関②卓球ボール動き 】.mpg

○学習課題は自力解決したい。 で事象を捉え、 分程度２.学習課題を追究する。 ICT 10
は試行錯誤する。

を提示する［学習課題］
［ICT（可視化 ］）
【 】（１ （２ （３）に取り組む。 中３関②２秒から４秒） ） .mpg
( ) ①を考察するときの手立て3

（発問１） とする。
（３）①２秒後から４秒後まで

②５秒後から７秒後まで
気付いたことをまとめよう。

◎書き方の視点を与える。例えば、変化の割合（２秒後から４
（生徒の思考） 秒後の平均の速さ、５秒後から７秒後までの平均の速さ）は
・各区間ごとに平均の速さが違い どうなっているか。グラフと表ではどうなっているか。など
だんだん速くなっているので、 生徒の実態に応じて書き方の視点を黒板に示す。
変化の割合もだんだん増える。 ○（発問１）から、表・式・グラフそれぞれから、変化の割合

・変化の割合は一定ではない。 について考察する。

○変化の割合を表・式・グラフから考える。それぞれの特徴を３.学習課題を解決する。考えを
まとめる。発表し、全体で比較・検討する。

【ICT（効率化 】（４ （５）に取り組む。） ）
ICT機器を使って、意見を交換する。特にグラフからは視

（発問２） 覚で捉えられる。
表・式・グラフで考えたとき、

（思）関数ｙ＝ａｘ の変化の割合の特徴を表・式・グラフか変化の割合の意味するものはな ２

ら捉えてその意味するものを考え、相手に分かりやすく説明んだろう。また、その特徴をま
することができる。とめよう。

○変化の割合の意味するもの、そしてその特徴を表・式・グラ３.学習のまとめをする。
二乗に比例する関数の変化の割合 フから捉えて説明できる。
の意味と特徴について振り返る。

指導例

（中学３年 二乗に比例する関数「変化の割合」
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中３関③（使用するICT教材名）
中３関③二乗に比例する関数の動点.【

pptx】
＊ねらい＊

（授業の準備）点が移動した距離に伴って変化する図形の
面積を、表・式・グラフを使って考察するこ 教科書・ノート
とを通して、２乗に比例する関数の事象の様 実物投影機・プロジェクタ・パソコン

（少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）子を数学的に捉えることができる。

［学習課題１］
１辺が８ｃｍの正方形ＡＢＣＤがある。正方形ＡＢＣＤの辺上を、点Ｐは

ＢからＡを通ってＤまで動き、点ＱはＰが動き始めると同時にＢからＣを通
って まで動きます。D
点Ｐ、Ｑはそれぞれ毎秒２ｃｍの速さで動くものとします。
点Ｐ、Ｑが動いていくと、何が変わりますか。
［学習課題２］

で、点Ｐ、Ｑが動いていく時間（秒）に伴う正方形の辺と［学習課題１］
線分ＰＱで囲まれた図形（点Ｂを含む側） の面積の様子を表・式・グラフで調べなさい。

基本的な流れ 指導のポイント

○１秒ごとの図をかいて、生徒に変化するものを捉えさせ、変１.学習課題１を把握する。
域も意識させる。

（発問１） ◎この学習課題は毎秒２ｃｍの速さで動くとあるが、生徒の実
点Ｐ、Ｑが動いていくと何が 態に応じて、毎秒１ｃｍの速さで動くと変えてもよい。
変わりますか。 ○場合によっては２年時の一次関数の動点の問題を見せ、既習

事項を復習してから本時の学習課題の把握に進んでもよい。
（生徒の思考）

[ICT（再現性）中２関④一次関数の動点.pptx］・ＢＰやＢＱの長さ ＰＡやＱＣ
＊既習を復習の長さ

・△ＰＢＱの面積、△ＰＱＤの面
積

２.学習課題１，２を追究する。
（ ） ］[ICT 可視化 中３関③二乗に比例する関数の動点.pptx

（発問２）点Ｐ、Ｑが点Ｂを出
発してからの時間と面積の関係
を表を使って面積の変化の様子
で気付いたことを書きだそう。

（生徒の思考） ( 秒を境に変化の仕方が変わっている)4
x 0 1 2 3 4 5 6 7 8・表を作ると、 秒後

①０≦ ≦４、②４≦ ≦８の２x x
y cm 0 2 4 18 32 46 56 62 64つに場合分けができる ２

３.学習課題を解決する。考えを
[ICT（効率化 ］発表し、全体で比較・検討する。 ）

実物投影機を使って、自己の意見を分かりやすく発表した
（発問３）時間を 秒、 り、他者の多様な考え方を学ぶことで発表、話合いを活発x
面積をｙｃｍ とし、 を の にする。２ y x
式で表しなさい。

○①は中学３年の学習内容であり、変域を考えグラフを描くと
（生徒の思考） よい。②については高校数学で扱うので興味を持った生徒や
①0≦x≦4 時間が余っている生徒に立式を取り組ませ、グラフの概形は

ｙ＝2x 指導者が示すのもよい。２

（思）変域を捉えて四角形の面積の変化を表・式・グラフ等に②4≦x≦8
表し、その変化の特徴を把握し、相手に分かりやすく説明すｙ＝8 －(16－2x) ÷2２ ２

ることができる。＝－2 x ＋32ｘ－64２

○変域に応じた関数関係を見いだし、変化の様子や式の形から４.学習のまとめをする。
二乗に比例する関数の動点 表・式・グラフを使って考察できたか。

指導例

（中学３年 二乗に比例する関数の動点 ）
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中２図①（使用するICT教材名）
【中２図①多角形の内角.pptx】

（授業の準備）＊ねらい＊
多角形の内角の和を多様な方法で考えて、 教科書・ノート

理由や根拠を明らかにして相手に説明するこ 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
とができる。 （少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）

［学習課題］
。五角形の内角の和を求めるのに次のような線を引いて考えた

内角の和を求め、それぞれの求め方を説明しよう。

基本的な流れ 指導のポイント

○小学校では帰納的な考えで求めたことを示す。１.前時の復習をする。
角アの大きさを ○角度を実際に求める問題なので生徒達は意欲的に取り組むと
求めよ。 予想される。しかし、この後の個別課題の追究に十分時間を

取りたいので、前時の復習は簡潔にする。

【ICT（効率化 】）
小学校５年生の学習を実物投影機で拡大し、生徒に見せる。

◎習熟の高い生徒にはこれ以外の補助線でも考えられないか指２.学習課題を追究する。
示する。

（生徒の思考） ◎①～③の図で一般化されたｎ角形の和になると求められない
。 、① 真ん中から５つの三角形に分 生徒がいると考えられる その生徒には③の図から取り組み

け180°×5－360°＝540°とな 四角形、五角形、六角形の式を比較させ、内角の和で必要な
る。 三角形の個数は（頂点の数－２）いわゆる(ｎ－２)であるこ

② 下の辺の真ん中から４つの三 とに気付くよう促す。
角形に分け、 ○五角形の内角の和を参考に、四角形と六角形の内角も言葉と
180°×4－180°＝540°とな 式で表し、それを基にｎ角形の内角の和を考察する。
る。

【ICT（効率化 ［中２図①多角形の内角.pptx 】③ １点から各頂点に対角線をひ ） ］
き、３つの頂点に分け 補助線の引き方ごとにプレゼンテーションソフトを提示して
180°×3＝540°となる。 一般化に結び付ける。

（これ以外の考え方［例 ） 【四角形の例】］

○プレゼンテーションソフトの補助線の引き方は小学校５年生
で四角形を使って既習であるため、生徒は理解しやすいと考
えられる。

○発問１で起点を動かすことによって、①、②、③のどの図形３.学習課題を解決する。考えを
でも内角の和は求められることを感じる。発表し、全体で比較・検討する。

○① 180°×ｎ－360 ＝180°(ｎ－２)
（発問１） ② 180°×（ｎ－１)－180°＝180°×(ｎ－２)
①を変化させて、②の図にする ③ 180°(ｎ－２)
ことはできますか？ ①を変化 どんな場合も一般化すると180°×（ｎ－２）になる。
させて③の図にすることはでき ○式を一般化することのよさについて、生徒に問う。
ますか？ ◎文字式の計算が苦手な生徒は①～③の計算を簡略化する場面

で支援する。
①～③のやり方で、ｎ角形の内角 ○発問２で①の図形が一番無駄なく式を考察できることに気付
の和を３通り考える。 く。

（ ） 、 、（発問２） 思 多角形の内角の和を多様な方法で求め それを一般化し
その考察過程を相手に分かりやすく説明できる。①～③の図で、どんな場合でも

内角の和は °（ｎ－２）に180
なったが一番無駄がなく式を考
察できることに気付く。

○多角形の内角の和が °×（ｎ－２）となることを言葉や４.学習のまとめをする。 180
多角形の内角の和の式を求め、一 式で根拠を明確に説明する。また実際に公式を使って、多角
般化した過程を振り返る。 形の内角の和を求めることができる。

指導例

（中学２年 多角形の内角の和 ）
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中２図②（使用するICT教材名）
【 】中２図②多角形の外角.pptx

（授業の準備）＊ねらい＊
多角形の外角の和をいろいろな方法で考 教科書・ノート

え、理由や根拠を明らかにして相手に説明す 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
ることができる。 （少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）

［学習課題１］
四角形の外角の和を考えよう。

、 、 。紙を切ったり 分度器で測定したりして見通しを立てた上で 実際の外角の和を予想してみよう
［学習課題２］
五角形、六角形の外角の和を式から求め、ｎ角形の外角の和について考えよう。

基本的な流れ 指導のポイント

○外角と内角の和は180°であることと、外角は内角の隣の角１.学習課題を把握する。
であることを確認する。

外角と内角に印を ○発問１により、外角は８個と考えるつまずきが予想される。
（ ） 。つけなさい。 スムーズに課題１に進むために外角の数 ４つ を確認する

（外角は○・内角 ○時間に余裕がある生徒には五角形の外角の数、六角形の外角
は△） の数、ｎ角形の外角の数を予想するよう指示する。

[ICT（効率化 ］）
（発問１） 生徒の考えを実物投影機で拡大して、全体に見せて発表す
外角はいくつあるでしょうか る。。

（発問２） ○発問２からこのままでは外角が見付からないので、補助線を
外角を見付けるには図にどんな 入れることに気付く。
線を記入すればよいか。 ○発問２から生徒がつまずきやすい外角への思考が深まる。

◎分度器の角の測定が正確にできない生徒を支援する。２.学習課題１を追究する。
（生徒の思考） ◎式で考えることに見通しが持てない生徒には外角と内角の和
式では は °であること、既習を使って、内角の和が °であ180 360
内角と外角の和をすべて加える るヒントを与える。
と180°× 4＝ 720°

[ICT（可視化 【中２図②多角形の外角.pptx ］四角形の内角の和は ） 】
180 × 2＝ 360°

予想を立てた後、 教材をみて四角形の外角の和は ICT
°になりそうなことを視覚で確720°－ 360°＝ 360° 360

認する

学習課題２を追究する。・
○四角形、五角形、六角形の外角の和より、ｎ角形の外角の和

。（発問３）五角形や六角形の外 も帰納・類推的な考えにより360°であることが推測される
角の和は、何度になると思いま ○推測したことを基にして、ｎ角形の外角の和についても相手
すか？ に分かりやすく説明するために言葉と式で表現する。

○ｎ角形の外角の和になるとつまずいたり、自分の考えに自信３.学習課題を解決する。考えを
を持てなかったりする生徒もいると考えられる。よって、学発表し、全体で比較・検討する。
び合いのときの発表では説明でポイントとなる語句や、思考

この説明のよいところや、また をクラスで数回反復してよい説明のこつを学びとる。
もっと分かりやすくするために ◎途中まで説明を書いて途中で断念してしまった生徒の説明も
改善する点を挙げてみよう。 実物投影機を使って提示して、できたところまでは全体の場

でよさを認める。つまずいている部分については全体で何が
（予想される生徒の反応） 必要だったのかを全体で学び合う。
・式のみで表現した生徒

[ICT（効率化 ］180°× 5＝ 900° ）
180 × 3＝ 540° 360° 生徒の考えを実物投影機で拡大して全体に見せる。

・言葉で表現した生徒
（思）外角の和の求め方を既習である、内角の和を利用して筋内角と外角は全部で５つなので
道立てて考えることができる。合計900°内角の和は540°だ

から360°

ｎ角形の外角の和は360°であることを確認する。４.学習のまとめをする。
外角の和はどんな多角形で360°
となる学習内容を振り返る。

指導例 （中学２年 多角形の外角 ）
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中２図③（使用するICT教材名）
【 】中２図③三角形の内角の和①
【 】中２図③三角形の内角の和②

（授業の準備）＊ねらい＊
三角形の内角の和が180°であることを、 教科書・ノート

既習事項の図形の性質を利用していろいろな 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
方法で考え、説明することができる。 （少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）

［学習課題１］
三角形の内角の和は180°であることを言葉や式を使って、説明しよう。

基本的な流れ 指導のポイント

◎小学校の学習を想起させるため 【ICT（再現化）中２図③１.学習課題を把握する。 、
】 、【 （ ）】三角形の内角の和① を使用してもよいが ICT 効率化

、 、（導入）三角形の内角の和は から実物投影機を使って 小学校５年下の教科書を写したり
180°であるが、小学校では授 実際に模型を作って試してみたりするのもよい。
業でどのように調べたか思い出 ○小学校５年の既習を確認する。教科書は角を１つの点に集め
してみよう。 ることで180°であることが表されている。

○中学校２年の学習は図形の性質（三角形の内角の和・外角の
（生徒の思考） 性質）を根拠を明確にした証明をすることがねらいである。
①点を１つに集めるために切り 証明をする意義を生徒に伝えてから学習課題に取り組ませ
貼りすると °になる。 る。180

②１つずつ分度器で角度を図っ
[ICT（再現化 【中２図③三角形の内角の和①】]て３つの角をたすと °に180 ）

なる。
③折って集める。

（ ）学習課題の図

３つの角を
１点に集める

○△ＡＢＣの頂点Ｃに集める考え方もあれば、頂点Ａや頂点Ｂ２.学習課題を追究する。
に集める考え方もある。ここでは１つ以上生徒の中から発言

（発問１）角度を移動するため があればよいとする。実際に紙を切り取り試行錯誤しながら
には、どんな図形の性質を使え ３つの角を１点に集めさせて、次の課題につなげる。
ばよいだろうか？

[ICT（再現化 【中２図③三角形の内角の和②】]）
（生徒の思考） ＊図形の性質を生かすとどのように補助線を引くのがよいか
・平行線の錯角は等しい
・平行線の同位角は等しい
・対頂角は等しい
・錯角 ・同位角 ・対頂角

３.学習課題を解決する。考えを
発表し、全体で比較・検討する。

（発問２）①～④の図で同じ考
え方はどれか？まとめてみよ
う。

（生徒の思考）
○考えの発表の後、①から、三角形の外角は、となりあわない①（三角形の外角の性質）

２つの内角の和に等しいこと（外角の性質）を示す。平行線の錯角は等しい AB//EC ので（ ） 、

○発問２より学び合いで、②、③、④は考え方が同じであるの∠ａ＝∠ＡＣＥ ・・①

で比較検討の後、統合して考える。平行線の同位角は等しいから AB//EC（ ）

○前時の授業を生かし、式と言葉で根拠（図形の性質）を明確より、∠ｂ＝∠ＥＣＤ・・②

にして相手に伝わるように説明する。①、②から

（思）三角形の内角の和が180°であることを、既習の図形の∠ａ＋∠ｂ＋∠ｃ

性質を使って多様な方法で考え、自分の考えを根拠を明らか＝∠ＡＣＥ＋∠ＥＣＤ＋∠ｃ

にして相手に説明できる。＝180°三角形の内角の和180°

○実際に問題を解く。外角の性質を上手く使えない生徒（内角４.学習のまとめをする。
・三角形の内角の和は ° の大きさ求めて 「 °－内角の大きさ」を使って出す）180 180、
・三角形の外角の性質 にはその便利さを活用し、問題を解くよう伝える

指導例 （中学２年 三角形の内角の和 ）
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中２図④（使用するICT教材名）
【中２図④角度 】.pptx

（授業の準備）＊ねらい＊
いろいろな図形の角度を求め、図形の性質 教科書・ノート

などその根拠を明らかにしながら相手に分か 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
りやすく説明できる。 （少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）

∠ｘ の大きさを求めなさい。［学習課題］

基本的な流れ 指導のポイント

１.学習課題を把握する。
【ICT（再現化 】）

（発問１） 既習をパワーポイントの教材で確認してから課題に取り組
∠ｘ の大きさを求めるには今 む。
まで学習したどんな既習事項を
使えばいいだろう？

（ ）（対頂角） 外角
（生徒の思考）
・平行線の錯角・同位角
・対頂角 ○発問１で「錯角（同位角 」と答えた生徒には「平行線の錯）
・多角形の内角の和・外角の和 角は等しい」と答えるよう支援する。

○生徒からの意見が出た後、平行線の錯角以外での補助線も質２.学習課題を追究する。
問し、図形の性質を意識して補助線を引くことを促す。

例えば、平行線の錯角の性質を
【ICT（可視化）[中２図④角度.pptx 】使うにはどんな補助線がよいだ ］
① ②ろうか？

平行線の錯角の性質以外でも補
助線が考えられるが、どんな補
助線が考えられるだろうか？

③ ④

（発問２）
補助線を引くために意識するこ
とはどんなことだろう？

⑤ ⑥（生徒の思考）
・∠ｘを求めるために、使う図形
の性質を意識して補助線を引く
ことが大切である。

・平行線を引くポイントは直線ℓ
（ ） 。直線ｍ に対して平行である
（ABを通る斜めの線） ○発問２の後、相手に分かりやすく説明するために使った図形

の性質を明確にすることや式や言葉を使うことを伝える。

○発表・話合いでは「～の性質を使って」と使った図形の性質３.学習課題を解決する。考えを
を明らかにする。発表し、全体で比較・検討する。

○図形の頂点で説明に必要な場合は、頂点に名前を付けること
自分の考えを発表してみよう。 を確認する。

○多様な考え方で解答を導くことができることが分かる。生徒
（生徒の思考） の解答の中から、面白い補助線があったら紹介してもよい。
・五角形や四角形の考えは難しい ○発問３で、生徒から出た多様な考えを全体で比較し、検討す

る。たくさんの意見の中から、同じ考えの補助線を統合した
（発問３） り、別の考え方のよさを感じたりする学び合いにする。
同じ考え方を使っているのはど ○①～⑥の考えを紙で黒板に提示して（発問３）をする。②と
の補助線だろう？ ③は平行線の錯角と三角形の外角の性質を使う同じ考え方で

あることに気付く。
（思）基本的な図形の性質を使って角の大きさを求め、その考（生徒の思考）
え方を言葉や式で筋道立てて相手に説明することができる。・②と③は平行線の錯角の性質

○使った図形の性質を明らかにすることで根拠が明確になり、４.学習のまとめをする。
・図形の性質を使って∠ｘを求め 相手に分かりやすく説明できることが分かる。
る過程を振り返る。

指導例

中学２年 「角度を多様な解法で求めよう」
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中２図⑤（使用するICT教材名）
【 】中２図⑤凹四角形内角の和.pptx

（授業の準備）＊ねらい＊
凹四角形の角の間に成り立つ関係を既習の 教科書・ノート

図形の性質を利用して、多様な方法で考え、 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
説明することができる。 （少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）

∠ＡＤＣを求めなさい。[学習課題]

基本的な流れ 指導のポイント

１.学習課題を把握する。
[ICT（可視化 【中２図⑤凹四角形内角の和.pptx】]・右の敷き詰め図を投影する。 ）
投影した敷き詰め図の同じ角に、同じ色の磁石を貼り付け

（発問１ 「隙間ができないの ていくことによって、角の間に特別な関係が存在することで）
は凹四角形にどんな性質がある 隙間なく敷き詰められていることに気付く。
からか 」。

（発問２）
等しい角度に同じ色のマグネッ
トを貼り、気付いたことを言葉
や式でまとめてみよう。

○敷き詰め図を黒板にプロジェクタで投影し、隙間なく敷き詰
（生徒の思考） められている様子に着目し、角の関係に興味を持つ。
・∠Ａと∠Ｂと∠Ｃが∠ＡＤＣに ○投影した敷き詰め図の同じ角に、同じ色の磁石を貼り付けて
等しい。 いくことによって、角の間に特別な関係が存在することで隙

・凹四角形では、∠Ａ＋∠Ｂ＋∠ 間なく敷き詰められていることに気付く。
Ｃ＝∠ＡＤＣとなる。 ○同じ色の等しい角に注目させて、気付いた関係を簡単な言葉

や式でまとめる。

２.学習課題を追究する。

（生徒の思考） ○早く終わってしまった生徒には他の考え方の補助線を与えて
・①、③、⑤、⑥の補助線が多い 思考し、数学の考え方は１つではなく、複数あり、それぞれ
と考えられる。 の面白さを感じる。

・①、③は三角形の外角はそれと ○説明するときに、図に頂点（例えば半直線ＢＤ上に頂点Ｎを
となりあわない２つの内角の和 つける ）の名前を付けた方が説明しやすい場合、頂点名を。
に等しい性質を使う。⑤は平行 付けるよう指示する。
線の角の性質を使う。

［ICT（可視化 【中２図⑤凹四角形内角の和.pptx ］・頂点に名前を付けた方が相手に ） 】
説明しやすい。 上記①～⑥までの補助線を図形の性質を意識して引く

３.学習課題を解決する。考えを
［ICT（効率化 ］発表し、全体で比較・検討する。 ）

・∠ＡＤＣの求め方にはいろいろ 生徒の考えを実物投影機で拡大して相手に説明する。
な方法があるが、常に同じ関係

（思）既習の図形の性質を使って、凹四角形の角度の間に成りが成り立つことを発表を通して
立つ関係を考え、説明することができる。共有する。

○使った図形の性質を明らかにして、凹四角形では、∠Ａ＋∠４.学習のまとめをする。
・凹四角形の内角の和の関係を多 Ｂ＋∠Ｃ＝∠ＡＤＣという関係が成り立つことが分かる。
様な補助線で求める考察過程を振
り返る。

指導例 （中学２年 凹四角形の内角の和）
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中２図⑥（使用するICT教材名）
【 】中２図⑥凹四角形外角の和.pptx

（授業の準備）＊ねらい＊
凹四角形の外角の間に成り立つ関係を既習 教科書・ノート

事項の図形の性質を利用して、いろいろな方 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
法で考え、説明することができる。 （少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）

［学習課題］
凹角の外角を仮定して、外角の総和と理由を説明せよ。

基本的な流れ 指導のポイント

１.学習課題を把握する。
［ICT（可視化 【中２図⑥凹四角形外角の和.pptx ］） 】

（発問１ 「凹四角形の凹角の ① ② ③）
外角はどの部分で何度か、図示
してその根拠を示しなさい。

（予想される生徒の考え）
① 70°
② －70°
③ ∠ADC＝110°
④ 外角は存在しない。 ○なぜそう考えるのか、図形の性質を使って根拠を明確に相手

に伝えるよう促す。

○説明するときに、図に頂点（例えば半直線ＢＤ上に頂点Ｎを２.学習課題を追究する。
付ける ）の名前を付けた方が説明しやすい場合、頂点名を。

（発問２）結局どこが外角なの 付けるよう指示する。
だろうか。 ○発問２によって、外角の仮説を自分で持つよう促す。
外角を定義して、その根拠を求 ◎生徒の既習事項の理解が定着していない場合は、内角＋外角
めなさい。 ＝180°をであることを確認する。

○②の考察は、外角の総和が360°になることを考える。その
（予想される生徒の反応） ため、凹角の外角を－70°とすると②の図の総和が360°に
① 外角＝250°－180°＝70° なる考えであり、外角の性質の既習事項を使っている。
であるから、凹角が 70° ○外角の大きさで負の数を認めないならば外角＋内角＝180°

②70°のままだと解答にならない であるが、凹四角形の場合は特別に（360°－内角）＝外角
から－70° という仮説を立てて考察しても面白いので、習熟の高い生徒

にやってみるよう促してもよい。360°－（150°＋135°＋145°）

＝ －70°
③ ∠ADCを示すから110° ［ ］を基ICT（可視化 【中２図⑥凹四角形外角の和.pptx） 】

に上記①～③までの説明を根拠を明確にして考える。

３.学習課題を解決する。考えを
［ ］発表し、全体で比較・検討する。 ICT（効率化）
生徒の考えを実物投影機で拡大して相手に説明する。

自分の考えを根拠を明確にして
相手に説明する。 ○凹四角形の外角については、中学校で明確な定義はしない。

①～③のように仮説を立てて、自分の意見を相手に分かるよ
う説明できればよいとする。

凹んだ四角形について外角の和 ○仮説を立てて、公式ができればよいとする。
(思) 既習の図形の性質を使って、凹四角形の角度の間に成りの公式を一般化してみよう。
立つ関係を考え、説明することができる。

使った図形の性質を明らかにして、凹四角形の外角の和の関係４.学習のまとめをする。
・凹四角形の外角の和の関係を多 を多様な方法で求める過程を振り返る。また、凹四角形の外角
様な方法で求める過程を振り返 の性質を考えることで数学の世界が広がることを感じさせた
る。 い。

指導例 （中学２年 凹四角形の外角の和）
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中２図⑦（使用するICT教材名）
【中２図⑦応用問題１ 】.pptx
【中２図⑦応用問題２ 】.pptx
【中２図⑦応用問題３ 】.pptx

＊ねらい＊
（授業の準備）多角形の内角の和、多角形の外角の和など

の性質を利用して、図形の角の和を求めるこ 教科書・ノート
とができ、図形の中にある法則性から一般化 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
した式を導くことができる。 （少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）

［学習課題］
右図をみて、７つの角の和を求める方法を考察しよう。（１）
図①、図②、図③ の外側の角と内側の角の和を（Ｃの考え）（２）
で求めなさい。

基本的な流れ 指導のポイント

１.学習課題を把握する。
［ICT（可視化 【中２図⑦応用問題１.pptx ］） 】

（発問１） プレゼンテーションをソフトの画像を見ることで、効率よく
図を見てみよう。 学習課題の特性を捉える。
内部の多角形が変化するにつれ 図① 図② 図③
て、図の角の和はどうなってい
るだろうか？

（生徒の思考）
・変わらない・増えていく

◎変わらないという意見は内側の図形の外の角を 「外角」と、
を提示する 誤って認識している。外角の捉え方を再確認する。［ ］（ ）学習課題 １ 。

◎想定される誤答として、内側の四角形の外側の角は外角の和
だから、360°となり、180°＋360°＝540°

◎ を使って［ICT（再現化 【中２図②多角形の外角.pptx ］） 】
既習を再現し、外角の性質を誤って捉えている課題把握のず
れをなくす。

２.学習課題を追究する。
［ICT（可視化 【中２図⑦応用問題２.pptx ］） 】
（Ａの考え）［ ］（ ）学習課題 ２ を提示する。

（発問２）
どのような図形の性質を使えば
７つの角の和を求められるか。

（Ｂの考え） （Ｃの考え）

（予想される生徒の反応）
○（Ａの考え）

180°外側の三角形の内角の和
内側の三角形の外側の角の和
360°×4－360°＝1080°
よって、
180°＋1080°＝1260° ○内側の多角形の角の数が１つ増えるごとに、角の和が180°

○（Ｃの考え）は全く出ないと想 ずつ増えることが分かる。
定される。 ○（Cの考え）が出ない場合は ［ICT（可視化 【中２図⑦多、 ）

様な解法３.pptx ］を使って課題解決につなげる。】

○習熟度の高い生徒には、外側をｍ角形、内側をｎ角形とする３.学習課題を解決する。考えを
と、180°×（ｍ＋ｎ）になりそうであるという意見が出た発表し、全体で比較・検討する。
ら、根拠を明らかにする説明を考えるよう促す。

（発問３）７という数にどんな ◎（Ｃの考え）を使って、180°×（ｍ＋ｎ）を考えるのはほ
秘密があるだろうか。気付いた とんどの生徒が理解できると想定される。
ことを言葉や式で表しなさい。 ○６，７，８の数字に着目することで、180°の倍数であるこ

とや、外側の図形と内側の図形の角の数との関連について気
付かせる。

（思）既習である多角形の内角の和、外角の和などの性質を利（発問４）外側ｍ角形の内角と
用するために補助線を引き、図形の角の和をいろいろな方法内側ｎ角形の外側の角度の総和
で求めて根拠を明確にして相手に分かりやすく説明することにはどんな法則があるか。
ができる。

○どんな多角形でも一般化した180°×（ｍ＋ｎ）の式は成り４.学習のまとめをする。
どんな解法でも180°× ｍ＋ｎ 立つことを確認する。（ ）
になるかを確認する。

指導例

（中学２年「図形の性質を利用した応用問題」 ）
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中２図⑧（使用するICT教材名）
【中２図⑧等積変形 】.pptx

（授業の準備）＊ねらい＊
平行線の性質を使って、面積を変えずに四 教科書・ノート

角形を三角形に変形することができる。 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
（少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）

（導入）
ℓ ｍ となっている。//
△ＡＢＣ、△ＡＢＣ、△Ａ ＢＣの面積はどのようになっているか？' ''

下の四角形ＡＢＣＤで、辺ＢＣの延長上に点Ｅをとって、[学習課題]
四角形ＡＢＣＤと面積が等しい△ＡＢＥをつくりたい。
点Ｅはどこに取ればいいだろうか？

基本的な流れ 指導のポイント

◎△ＡＢＣ、△ＡＢＣ、△Ａ ＢＣの共通な辺に着目させ、底１.（導入）で等積変形について ' ''
辺が等しいことを捉える。理解する。

、「 、 」○面積が等しいという意見が出たら なぜ 面積が等しいか
（発問１ （図を見せて） と生徒たちに問うことで「底辺と高さが等しい」ということ）
△ＡＢＣ、△Ａ ＢＣ、△Ａ Ｂ を言葉で再認識させたあと、ＩＣＴ教材を見せる。' ''
Ｃについて、気付くことをかき ○指導者が等積変形について説明する。
なさい。

[ICT（可視化 【中２図⑧等積変形１.pptx ］） 】
（生徒の思考）
・底辺が全部ＢＣで、
Ａ、Ａ 、Ａ が動いている。’ ''

・高さが等しい。
・面積が等しい。
（△ＡＢＣ＝△ＡＢＣ＝△Ａ ＢＣ）' ''

○四角形を２つに分割した後、等積変形の考え方をどのように２.学習課題を追究する。
（生徒の思考） 使ったらよいのか分からない生徒が多いと考えられる。四角
・四角形を分割して三角形にする 形を２つに分割するスライドと、先ほどの等積変形のスライ
のではないだろうか。 ドの２つを使って、生徒に試行錯誤させたい。

・等積変形の考え方を使うにはど
[ICT（可視化 【中２図⑧等積変形２.pptx ］うしたらいいだろう。 ） 】

（発問２）四角形を２つに分け
て三角形に変形する。どの点を
動かしたらいいだろう？

（生徒の思考）
・Ｄを移動するのではないだろう ○四角形を面積を変えずに三角形にするには頂点を１つ減らす
か。 ということをヒントとする。

○習熟度に応じて等積変形の考え方を用いた学習課題（高校入３.学習課題を解決する。自分の
試の問題など）を演習する時間を設ける。意見を発表する。

（生徒の思考）
[ICT（効率化 ］自分の作図を根拠を明確にして、実物投）
影機を使って相手に分かりやすく説明する。

(思）課題解決への見通しを持ちながら、等積変形を活用する
適切な補助線を引き、四角形の面積と等しい三角形の面積を
作図することができる。

○等積変形の考えを使って、等しい面積の図形を見付ける教科４.学習のまとめをする。
・等積変形の考えを振り返る。 書の問題に取り組む。

指導例 （中学２年 等積変形 ）
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中２図⑨（使用するICT教材名）
中２図⑨等積変形を利用した立体の体積.【

pptx】

（授業の準備）＊ねらい＊
具体物を使った操作活動から立体のイメー 教科書・ノート
ジを捉えて底面の面積や立体の体積を求め、 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
考察過程を相手に分かりやすく説明できる。 （少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）

△ＡＢＣを底辺として、次の立体の高さを求めなさい。［学習課題］
（展開図の正方形は一辺が15cmとし、Ｂ、Ｃは辺の中点とする）

基本的な流れ 指導のポイント

○具体物（折り紙）を使って操作活動をして、立体の概形と１.学習課題を把握する。
折り紙を使い、立体を作ろう。 高さを把握することができる。

○△ABCを底面としたときと、△BOCを底面としたときの高さ
発問１ どんな立体だろうか は変わってくる。実際の立体を作って高さを考えると分か（ ） 。
また、この立体の体積を求める りやすい。
ためには何が分かればよいか。 ◎△BOCを底辺としたときの高さ（OA）は具体物（折り紙）か

ら捉えやすいため、実際に具体物を使って表す。
（生徒の思考） ○立体の高さを実際に捉えるためには具体物がよい。展開図
・高さと底面積が分かればよい。 で面積比を捉えるところなどICTを使った方がよいところは

ICTを使う。

○△ABCの底面の面積を求めるとき、工夫して求める方法を考２.学習課題を追究する。
えることで、計算をコンパクトにできる。

（発問２）底面を△ABCとおい ○発問３より、△BOCを「１」とすると、他の三角形の面積の
たときの底面積と高さから立体 比率を計算で求められる。
の体積を求めよ。△ABCの面積

【 （ ） 】を求めるにはどうしたらいい ICT 可視化［ ］中２図⑨等積変形を利用した立体の体積.pptx

か。

（生徒の思考）
・△ABCの求め方が分からない。
・展開図を参考にする。

（発問３）△OBCを底面とし
、 。ておいたとき 体積を求めよう

○面積比の考えを使うと、△BOC：△ABC＝１:３である。体積
（生徒の思考） を同じにするならば、高さの比は、△A-BOC：△O-ABC＝15c
・△OBC⊥OAに気付く m : 5cm で高さは３分の１になる。

○発問２、発問３から［学習課題］を解決に導く。

○体積＝底面積×高さ÷３である。相手に分かりやすく説明３.学習課題を解決する。考えを
するために、底面と高さを明らかにして、自分の考察過程発表し、全体で比較・検討する。
を式と言葉で相手に分かりやすく説明できるようにする。

自分の考えを根拠を明確にして 面積は△ＢＯＣ：△ＡＢＣ＝１：３と、比を使って説明す
相手に説明する。 ると計算も簡潔になるため、効率的であることに気付く。

（思）等積変形の考え方を利用して、底面積と高さから体積
を求め、その考察過程を根拠を明確にして相手に分かりや
すく説明できる。

○具体物を使って課題把握するとイメージが捉えやすく、ま４.学習のまとめをする。
・学習課題の考察過程を振り返 た底面積は実際に求めるのではなく、△ＢＯＣを「１」と
る。 した比を使って考えることで立体の体積を効率よく求めら

れることが分かる。

指導例

（中学２年 等積変形を利用した立体の体積）
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中２図⑩（使用するICT教材名）
【 （ ） 】中２図⑩全国学力 証明 .pptx

（授業の準備）＊ねらい＊
図形への見方を深め、図形の性質を三角形の合 教科書・ノート

同条件などを基にして確かめ論理的に考察し、相 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
手に分かりやすく説明できる。 （少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）

［学習課題］
正方形ＡＢＣＤの辺ＢＣ、ＤＡ上に、
ＢＥ＝ＤＦとなる
点Ｅ、Ｆをそれぞれとります。
このとき、ＡＥ＝ＣＦとなることを
証明しなさい。

基本的な流れ 指導のポイント
○発問１では、多様な考えがでると予想される。△ＡＢＥと△１.AE＝CFを証明する。

折り紙を使い、図形を作ろう。 ＣＤＦの合同を証明するために、仮定や既習事項である正方
形の性質を使って見通しを立てる。

○【桃子さんの証明】を見て、証明を振り返り新たな性質を見
BE DF（発問１） いだすことができるようにする。誤答例として、 ＝

ＡＥ＝ＣＦを証明するにはどの があるが、これは仮定として使われていることを理解できて
ようなことに着目すればよいか いないことによる。

（生徒の思考） △ABEと△CDFにおいて、 【桃子さんの証明】
・２つの合同な三角形（△ＡＢＥ 仮定より、 BE＝DF ・・・①

と△ＣＤＦ）から証明する 正方形の辺はすべて等しいから、AB=CD ・・・②
・四角形ＡＥＣＦが平行四辺形に 正方形の角はすべて直角で等しいから

なることを示す。 ∠ABE＝∠CDF＝90° ・・・③
①、②、③より、２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい
から、△ABE≡△CDF
合同な図形の対応する辺は等しいから AE=CF

○発問２で△ABEと△CDFの合同に着目する。２.証明を振り返り、結論を導く
○発問２の後 【桃子さんの証明 （一部抜粋）を生徒に提示ために欠かせない条件や性質を考 、 】

して、発問３につなげる。える。

【 】（発問２） ＜三角形の合同条件＞ 桃子さんの証明
桃子さんの証明を振り返ると、 ２組の辺とその間の角がそれぞれ等しい （一部抜粋）
何に着目していますか。 （２組の辺） BE＝DF

AB＝CD
（生徒の思考） （その間の角）∠ABE＝∠CDF＝90°

・△ABEと△CDFが合同。

○生徒の思考の①、②の両方を出した後、②の意見を取り上げ３.正方形ABCDを平行四辺形ABCD
て、発問４につなげる。に変えても、AE＝CFとなることが

○発問４から正方形を長方形やひし形、平行四辺形に変えても証明できるか考える。
同じように証明できる。

（発問３） ○平行四辺形で成り立つから、正方形、長方形、ひし形でも成
∠ABE = ∠CDF = 90°とある り立つといえる。その理由も生徒に確かめる。
が 「90°」は証明に必要か。、

［ICT（可視化 【中２図⑩全国学力（証明）.pptx ］） 】
（生徒の思考） 正方形の＝９０°を取り、平行四辺形に変化する。
①四角形ABCDは正方形だから必要

である。
②∠ABE = ∠CDFがいえれば合同

条件が成り立つので、90°はい
らないと思う。

（発問４）正方形でなくても、
∠ABE = ∠CDF ならば、合同条 ○証明を振り返ることで、証明に欠かせない条件や性質が明ら
件が成り立つのだろうか。そう かになり、それらを満たせば図形を変えても同じ結論が導か
だとすれば、そのような四角形 れることが分かる。

（思）図形の性質を三角形の合同条件などを基にして確かめ、は他にもあるのか。
証明に欠かせない条件を図形を基にして論理的に考察し、相
手に分かりやすく説明する。（生徒の思考）

正方形 長方形 ひし形 平行四辺形・

○証明を振り返り、証明に欠かせない条件を明らかにして、条４.学習のまとめをする。
証明の条件について振り返る。 件を満たせば、結論が導かれることを理解する。

指導例

（中学２年 証明を振り返り条件を変えた場合の証明）

全国学力・学習状況調査
（ ）国立教育政策研究所教育課程研究 センター

平成 年度 中学校27
P12授業アイディア例
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中３図①（使用するICT教材名）
【中３図①相似な図形ピザ 】.xlsx

（授業の準備）＊ねらい＊
相似の考え方を用いて、具体的な事象を考 教科書・ノート

察し、その結果が適切であるかを振り返って 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
考えることができる。 （少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）

［学習課題］
あるピザ屋では、ミックスピザの値段が右の図のように決めら

れています。
Ｍサイズ、Ｌサイズのどちらのほうがお得でしょうか？また、

お得な方のサイズはいくらお得なのかも計算してみよう。
［適用問題］
実はこのピザ屋はおひとりさま用のＳサイズピザ（直径８cm）

の販売を予定している。もし目玉商品にして、割安にする場合は
いくら以下だとよいのだろうか？

基本的な流れ 指導のポイント

「 」「 」１.学習課題を把握する。 ○ピザの価格は 面積に応じて決まる 重さに応じて決まる
など様々な意見がでると考えられる。日常生活にある学習課

（導入） 題のため、導入で興味を持たせて課題追究につなげる。
ピザの値段はどうやってきまっ ◎課題追究をするために、ピザは相似な形であることを知らせ
ているだろう？ る。

、 。２.学習課題を追究する。 ○発問１で 既習事項を活用して課題解決への見通しを立てる
○前時の授業を想起させ、面積比は相似比の二乗に等しいこと

（発問１） を使う。
２つのピザは相似であり、面積 ○1cm 当たりのピザの価格を計算しても答えは出るが計算に手２

に対して値段が決まっていくと 間がかかる。
考えよう。 ○考える時間を要する問題なので、時間をかけてじっくりと追
さて、MサイズピザとLサイズピ 究する。その際にはどんな考え方をしたのか、式や言葉で説
ザのどちらがお得か考えるには 明できるよう指示する。
今まで学習したどんな内容が使 ○相似な平面図形では、周の長さの比は相似比に等しく、面積
えるかな？ 比は相似比の２乗に等しいことを復習する。

（生徒の思考）
・1cm あたりピザの価格を計算で 相似比が ｍ ：ｎ ならば２

求める。 面積比は ｍ ：ｎ である２ ２

・相似比でできるだろうか？

○自分の考えを発表するときは、使った既習（ここでは相似比３.学習課題を解決する。考えを
と面積比）を明らかにして式と言葉で発表するよう促す。発表し、全体で比較・検討する。

○考えを学び合う場で、面積比の考えを使うと、Lサイズピザ
自分の考えを発表してみよう。 のほうが得であることが分かる。補助発問では振り返りの場

として、ICT教材は簡潔に復習できるよさがある 。。
○習熟の高い生徒には課題解決後に時間に余裕があったら、補

（生徒の思考） 助発問を考えるよう促す。
・Ｌサイズピザの方が175円お得

[ICT（可視化 【 ］だ。 ） 】中３図①相似な図形（ピザ）.xls
・Ｍサイズピザの半径もかなり大
きかったけれど、Ｌサイズの方
が得なんだな。

（発問２ （Ｌサイズが得だと）
分かった後に）

直径32㎝、2800もし、Ｍサイズ（
円 直）がお得ならばＬサイズ（

の半径は何cm以上なら径40㎝）

＊ サイズを基準にして他のサイズ価格を判断する。ばよいか。 M

（思）具体物の大きさ（面積）を相似の考え方を用いて、見通（生徒の思考）
しを立てて考察し、その値が適正であるかを根拠を明確にし・34cm以上
て相手に説明することができる。

○相似の考え方を用いて具体的な事象を考察した課題解決過程４.学習のまとめをする。
相似の考え方を用いた課題解決を を振り返って、求めた値が適切かだけではなく、どのような
振り返る。 性質や考えを用いたかを整理し、この考察過程を振り返る。

指導例 （中学３年 相似の利用）

Ｍサイズ

（直径 ）32cm
円2800

Ｌサイズ

（ 直 径 ）40cm
円4200

ボタンで

サイズを自動調整で

きる。

適正価格も連動して

変化する。
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中３図②（使用するICT教材名）
【中３図②２点間の距離 】.pptx

（授業の準備）＊ねらい＊
三平方の定理を平面図形に利用して、座標 教科書・ノート

平面の２点間の距離問題を解決できる。 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
（少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）

２点Ａ（５，４）Ｂ（－１，－３）の間の距離を求めなさい。[学習課題]

基本的な流れ 指導のポイント

○学習課題を適切に把握するために、１.学習課題を把握する。
距離はどこを示すのか全体で確認す

（導入） る。
２点間の距離を求めるにはどう ○白紙に座標軸をかく場合は必ず自分
したらいいだろう？ で目盛りを入れること。

（右図は参考として２目盛間隔で記
（生徒の思考） 入してある）
・座標平面を自分でかいてみる。
・距離とは最短の長さのこと

○発問１は学習課題を解決するために見通しをたてる発問であ２.学習課題を追究する。
る。

（発問１） ○座標平面上に２点Ａ（５，４）Ｂ（－１，－３）を取ること
２点間の距離を求めるにはどの でＡ，Ｂの位置関係が分かる。
ような方法で求められるだろ ○発問２は生徒たちから「斜辺はどこにしたらいいか？」とい
う。 う質問がでたら問いかける。

○発問２より斜辺をＡＢにすることで、三平方の定理を活用し
、 。（生徒の思考） てＡＢの長さが求められ 課題解決につなげることができる

・ＡＢ＝ｘｃｍとして、三平方の ○∠Ｃ ９０°、点Ｃの座標がイメージできないことで、ＡＣ=
定理を使う。 間の距離、ＢＣ間の距離も捉えにくいため、どうしても苦手

・座標平面上に直角三角形ＡＢＣ な生徒は方眼紙で支援する。
をかく。

◎正負の数の減法でつまずき、ＡＣ間の距離とＢＣ間の距離を
（発問２） 計算で正確に求めることができないため、正負の数の計算が
どうやったら点Ｃの座標を求め 苦手な生徒を支援する。
られるだろうか。 （誤答例ＢＣ＝４、ＡＣ＝７）

（生徒の思考）
・ ５ －３）じゃないかな。（ ,
・ｘとｙの数値が分からなくな
る。目盛りがあると分かる。

○習熟度の高い生徒でもＣの座標は捉えにくい。目盛りがある３.学習課題を解決する。考えを
と分かりやすい。発表し、全体で比較・検討する。

［ICT（可視化 【中３図②２点間の距離.pptx ］ＡＣとＢＣの長さを求め、三平 ） 】
。方の定理を使って、ＡＢの長さ ＊クリックすると目盛りが浮き出てくる

を求めよ。

（生徒の思考）
・ＡＣ＝７、ＢＣ＝６である。

２ ２ ２・ＡＢ ＝ＡＣ ＋ＢＣ
２ ２ ２ｘ ＝７ ＋６

ｘ＞０ ｘ＝

（適用問題） ○ＡＣとＢＣの長さを求めるために目盛りを１つずつ数える生
（ ） （ ）Ａ（３，２）Ｂ（－３，４） 徒もいるが最終的にはＢＣ＝５－ －１ ＡＣ＝５－ －３

の２点間の距離を求めなさい。 と目盛りがなくても求められるよう指導する。
（技）解決への見通しを立てて、問題の中に直角三角形を見い
だし、三平方の定理を用いて２点間の距離を求めることがで
きる。

○ 、 の２点が分かると、三平方の定理を用いることで斜辺４.学習のまとめをする。 A B
三平方の定理を平面図形に利用し の長さ、つまりは二点間の距離を求めることができる。
て、座標平面の２点間の距離問題
を解決できる。

指導例 （中学３年 ２点間の距離 ）

①ＡＢ間の距離 ②直角三角形ＡＢＣ ③目盛りが出てくる
85
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中３図③（使用するICT教材名）
【中３図③切断面の面積 】.pptx

（授業の準備）＊ねらい＊
切断面の面積を既習である三平方の定理や 教科書・ノート

二等辺三角形の性質を利用して、見通しを持 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
って求め、その理由を相手に分かりやすく説 （少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）
明できる。

［学習課題］
１辺を４ｃｍとする正四面体がある。
ＯＡの中点Ｐ、ＯＣの中点Ｑで切断するとき、
その切断面の面積を求めなさい。

基本的な流れ 指導のポイント

○市販の定規の図を提示して２つの定規の長さが等しいところ１.学習課題を把握する。
に着目する。

。 、（発問１）切断面はどんな図 ○発問１で二等辺三角形であることに気付く 辺の長さを求め
形になるだろう。展開図をか 理由も説明するよう促す。
いて、理由も説明しなさい。

[ICT（可視化 【中３図③切断面の面積.pptx ］） 】
（生徒の思考） 展開図で考える。
・展開図で考えてみると、
ＢＰ＝ＢＱであることが分か
り、二等辺三角形となる。

・切断面のイメージがわかな
い。

○発問２、発問３から二等辺三角形の頂角の二等分線の定理を２.学習課題を追究する。
復習して高さを求める。

[ICT（可視化）（発問２）どうやったら面積 ○実際に△PBQにイメージが沸かない生徒には、
が求められるだろう？ を用いて、二等辺三角形に【中３図③切断面の面積.pptx】]

なることを捉えられるよう指導する。
（生徒の思考）

[ICT（可視化 【中３図③切断面の面積.pptx ］・二等辺三角形の高さを求め ） 】
る。

（発問３）では高さを求める
にはどうしたらいいだろう。

（生徒の思考）
・三平方の定理を使う。
・高さをｘｃｍとする

１ ＋ｘ ＝２ ２

◎二等辺三角形PQBの面積＝底辺×高さ÷２を使って、二等辺三
ｘ ＝ 角形の面積を求める。

○自分の考えを発表するときは、使った既習事項（ここでは三３.学習課題を解決する。考え
平方の定理と二等辺三角形の性質）を明らかにして式と言葉を発表し、全体で比較・検討す
で発表するよう促す。る。

○発表のときはICT教材の展開図を使い説明するよう指導する。
（思）切断面の面積を三平方の定理や二等辺三角形の性質を利自分の意見と友達の意見を比
用して求め、根拠を明確に相手に分かりやすく説明すること較・検討してみよう。
ができる。

○切断面の面積を既習事項である三平方の定理や二等辺三角形４.学習のまとめをする。
［学習課題］の切断面の面積を の性質を利用して求める。また、なぜそうなるのかを相手に
三平方の定理を利用して求める 分かりやすく伝えるために、使った図形の性質を言葉で示し
ことを振り返る。 たり、式を用いて説明したりすることができる。

指導例

（中学３年 三平方の定理の利用 切断面の面積）

2
)32(

11
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中３図④（使用するICT教材名）
【中３図④融合問題 】.pptx

（授業の準備）＊ねらい＊
既習事項である図形の性質を活用して立体 教科書・ノート
の高さや体積を求め、その思考過程を相手に 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
分かりやすく説明できる。 （少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）

△ＡＢＣを底辺とした、次の立体の高さを求めなさい。［学習課題］
（Ｂ、Ｃは１辺が15ｃｍの正方形の中点とする）

基本的な流れ 指導のポイント

１.学習課題を把握する。
［ICT（可視化 【中３図④融合問題.pptx ］折り紙を使って、立体を作ってみ ） 】

よう。

（ ） 。発問１ どんな立体だろうか
また、△ＡＢＣを底面として、
この立体の高さを求めるにはど
んな方法があるだろう。

（生徒の思考）
①三平方の定理 ②相似 ○折り紙を使うことで、実際に∠AOM＝90°が捉えやすい。
③△ＯＡＭの面積 ○ICTを使うと、△ OAMが実際に捉えやすい。

２.学習課題を追究する。
［ICT（可視化 【中３図④融合問題.pptx ］） 】

（発問２）自分で予想した方法
で解法への見通しを立てよう。

（生徒の思考）
・①～③△ＯＡＭを使う。

①三平方の定理 ②相似 ③△ の面積OAM
（発問３）Ｍの位置を確認する OH ＝OA －AH OAM∽△HOM ａ AM×OH÷22 2 2

にはどうしたらいいだろう。 OH ＝OM －HM ｂ OA×OM÷22 2 2

（生徒の思考） ○△ABCは二等辺三角形である。その理由を説明するよう指示
・展開図で確認する。 する。

○習熟度の高い生徒にはMがBCの中点となることを二等辺三角
形の頂角の性質を使って示すよう指示する。

○AM：MO＝３:１である。そのことを説明することを促す。

３.学習課題を解決する。考えを
［ICT（効率化 ］発表し、全体で比較・検討する。 ）
生徒の考えを実物投影機で拡大して相手に説明する。

①～③の中で一番効率的に求め
らるのはどれだろう。またその ○①の考えが一番計算が複雑である。平方完成してある式の展
理由も考えよう。 開の計算を間違えないように支援する。

○③は∠AOM＝90°に気付くと、OAを底辺とするとき、AMを底
（生徒の思考） 辺とするときの２通りで三角形の面積の式が立式できる。計
・①は計算が複雑である。 算も単純であるので分かりやすい。

（思）使った図形の性質を明らかにして、多様な考えで立体の・②、③は∠ＡＯＭ＝90°を捉え
高さを求めて、考察過程を根拠を明確にして相手に分かりにくい。
やすく説明できる。

○三平方の定理、相似、面積の考えで課題解決し、その過程を４.学習のまとめをする。
多様な考えで学習課題を解決し 振り返る。発表・話合いの場面で多様な考えに触れる。、
その過程を振り返る。

指導例

（中学３年 図形の性質を利用した融合問題）
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中３図⑤（使用するICT教材名）
【中３図⑤重なった図形の面積１.pptx】

【中３図⑤重なった図形の面積２.pptx】

（授業の準備）＊ねらい＊
三角形の面積の大きさを既習事項である相 教科書・ノート

似や図形の性質を利用して、見通しを持って 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
求め、その理由を相手に分かりやすく説明す （少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）
ることができる。

市販の三角定規を重ねる。[学習課題]
さて、重なった面積（Ａ）と（Ｂ）はどちらの面積が大きいだろう？

基本的な流れ 指導のポイント

○市販の定規の図を提示して２つの定規の長さが等しいところ１.学習課題を把握する。
に着目する。

発問１ 三角定規を重ねる ○発問１で解法の見通しを立て、市販の定規の図を参考にして（ ） 。
（Ａ）と（Ｂ）のどちらの面 辺の長さを考える。
積が大きいだろうか。またど ◎直角二等辺三角形
ういう方法で面積の比較がで °、 °、 °の直角三角形 の辺の比を60 30 90
きるだろうか。 使って、解決への見通しを立てさせる。

○発問２で底辺と高さに着目するよう促す。
（生徒の思考） ○ICTを使うことにより、重なった図形のイメージが捉えやすい
・見た目はＡが大きい気がす よさがある。
る。

[ICT（可視化 【中３図⑤重なった図形の面積.pptx】]・三平方の定理や相似を使う。 ）
可視化により、事象のイメージを捉える。

（発問２）具体的にどこの長
さを出せば面積を出すことが
できるだろうか。

（生徒の思考）
・底辺と高さが分かれば面積を
求められる。

◎高さ（AC）を記入して相似な図形を見付ける。２.学習課題を追究する。

[ICT（可視化 【中３図⑤重なった図形の面積.pptx】]（発問３）どうやったら高さ ）
が求められるかな。 ＊直角二等辺三角形の一辺を１とおいた考え方

（生徒の思考）
・相似の考えを使う。
・直角二等辺三角形の一辺を１
とおく。

・ A】のAC＝ａとして、文字【
を使って高さを表す。

○発問４により、高さを比較するだけで面積を効率よく求める３.学習課題を解決する。考え
ことができる。を発表して、全体で比較・検討

○ ＝ で近似値を使って求める。する。 1.73

（発問４）面積を求められな ◎（A）の方が求めにくい。60°、30°、90°の直角三角形や直
くても比べられる理由は。 角二等辺三角形の辺の比に着目することで高さを求める。

○多様な考えを導くことで、図形についての見方を広げる。
（思）２つの三角形（A （B）の面積を既習事項を利用して多（生徒の思考） ）
様な方法で求め、その大小比較を根拠を明確に相手に分かり・底辺が同じ長さなので高さだ
やすく説明することができる。け比較すればいい。

三角形の面積の大きさを既習事項である相似や図形の性質を利４.学習のまとめをする。
三角形の面積の大きさの比較を 用して求め、その理由を相手に分かりやすく説明することがで
多様な考えで求め、振り返る。 きる。

指導例

（中学３年 面積が大きいのはどっち？）

2:1:1

3:2:1

3
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中１数①（使用するICT教材名）
【中１数①魔方陣 】.pptx

（授業の準備）＊ねらい＊
教科書・ノート既習の数学を基にして数や図形の性質などから
実物投影機・プロジェクタ・パソコン試行錯誤し、数学的な見方や考え方を育みながら

（少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）文字のよさや必要性に気付く。

［学習課題１］魔方陣を解こう ［学習課題２］魔方陣の秘密 ［類題］やってみよう

基本的な流れ 指導のポイント

○試行錯誤を繰り返しながら、文字の必要性に気付かせたい。１.学習課題を把握する。
単に代入するのではなく、なぜそう考えたのか言葉や数、式

（発問１）次の魔方陣を完成 を使って表現する。
するためにはどこに注目すれ ○空欄には自由に正負の数を入れてもよい。
ばよいか。 ◎生徒の習熟の程度によっては追究のICT場面に早めに進んで思

考を促す。
◎数学が苦手な生徒も縦・横・斜めの総和が等しい数になると（生徒の思考）

・適当に数字を入れるのでは上 いう魔方陣のきまりから、学習課題に意欲的に取り組むと予
手く入らない。 想される。つまずいてしまったときは、次のICT（可視化）に

進む。

２.学習課題を追究する。
［ICT（可視化 【魔方陣.pptx ］） 】
（図１） （図２ ［できない例］（発問２）簡単に数字を入れ ）

るにはどの数字の並びに着目
すればよいだろうか。

（生徒の思考）
・ 図１）から（
５＋（－４）＝１
３＋（－２）＝１
に気付く。

・例えば（図２）のような数の
配列だと、魔方陣は成り立た
ないことに気付く。 ◎図２だとどうして魔方陣が成り立たないかをきちんと説明す

ることができれば、魔方陣の仕組みについて理解できている
と考えられる。

３.学習課題を解決する。考え
図形の性質の考えを発表し、全体で比較・検討す ［ICT（可視化 【魔方陣.pptx ］） 】

３つの数の和をＡとして式を作ってみよう。る。

［学習課題２］に取り組む
魔方陣のしくみについて考え
てみよう。
文字を使って、①～⑨の関係
を式を使って表現しよう。

（生徒の思考）
・文字を使い一般化することで
魔方陣の性質に気付く。

・縦・横・斜めの３つの数の和
（思）魔方陣のしくみを見付けるために言葉、数、式を利用しをＡとすると式ができて整理
て、数学的に表現することで、文字を使うことのよさや必要すると３×⑤＝Ａとなり、真
性に気付き、また相手に分かりやすく説明できる。ん中の数の３倍がＡとなる。

文字式をつくり、整理すると３×⑤が総和となる魔方陣の秘密４.学習のまとめをする。
。 。・魔方陣の秘密について について振り返る どんな魔方陣でも成立することを確認する

指導例 （中学１年 魔方陣）
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中１数②（使用するICT教材名）

.xlsx【中１数②正負の数の利用】

（授業の準備）＊ねらい＊
教科書・ノート基準との違いを正負の数を用いて表し，それを利
実物投影機・プロジェクタ・パソコン用して課題解決して、自分の思考を整理して仮平均
（少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）のよさを相手に説明することができる。

８人の平均身長を求めなさい。［学習課題］

基本的な流れ 指導のポイント

○８人の身長を表示して、平均身長を算出する。１.学習課題を把握する。
○小学校５年の学習を想起する。小学校の仮平均は発展学習で

（導入）８人の大人がいる。そ 取り上げられていて、一番小さい数を仮平均として他の数値
れぞれの身長は160cm、165cm、 との差を表して平均身長を求めている。
158cm、148cm、168cm、157cm、 ○生徒に興味を持たせて棒グラフを表示したら、学習課題の追
162cm、170cmである。 究に進む。

２.学習課題を追究する。
[ICT（可視化 【中１数②正負の数の利用】.xlsx]）

（発問１）８人の平均身長をい
ろいろな方法で求めよう。

（生徒の思考）
①すべて足して８でわる。
②一番小さい数値（ ）との148cm
差を求めて 仮平均の考えを使
う。

・仮平均の考え方を使うと簡単に
求められる。

③仮平均を にしたらどう160cm
だろう。

○ は仮平均の数値ごとにグ【中１数②正負の数の利用.xlsx】
（発問２） ラフが変化する様式になっている。生徒には仮平均を１通り
仮平均の考え方を使うならば だけでなく、いろいろな数値で計算させ、その根拠を相手に

基準はいくつがよいだろうか？ 分かるよう説明するため自分の考えをまとめるように伝え
る。

３.学習課題を解決する。考えを
[ICT（効率化）]発表し、全体で比較・検討する。
＊話合いでは仮平均の値の設定について考える。（生徒の思考）

①（160＋165＋158＋148＋168
＋157＋162＋170）÷8

＝1288÷8
＝161

②小学校と同じようにして148cm
を仮平均に設定する。

③仮平均を160ｃｍにする。
④仮平均を165ｃｍにする。

（発問３）仮平均の数値の設定 ○160ｃｍを基準にすると、
はどのようにすると計算しやす （0＋5－2－12＋8－3＋2＋10）÷8
いか。 ＝（0＋5－2－3－12＋2＋10＋8）÷8

＝（0＋5－5－10＋10＋8）÷8
（生徒の思考） ＝（0＋0＋0＋8）÷8
・仮平均を160ｃｍにすると一番 ＝ 8÷8＝ 1 160＋1＝161 答え161ｃｍ
楽に計算できる。 正負の数の学習を活用することによって、数値を組み合わせる

と速く簡単に、正確に計算できる。
（思）８人の身長の平均を求めるために、既習を生かした多様
な考えで考察し、他者に伝え合う活動を通して正負の数を活
用して仮平均で求めることのよさに気付く。

○実際に問題を解く。４.学習のまとめをする。
正負の数を活用して、仮平均を設 仮平均の数値の工夫や、仮平均を使うことのよさについて振
定することにより、速く簡単に正 り返る。
確に計算できる。

指導例 （中学１年 正負の数の利用 ）

スクロールバーを上下*
することによって、仮平

均の設定を変えられる。

で設定160cm で設定165cm
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中２数①（使用するICT教材名）
【中２数①落とし物． 】xlsx

（授業の準備）＊ねらい＊
情報を適切に読み取ったり、事象を数学的 教科書・ノート

に表現してその意味を的確に解釈したりする 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
ことで、必要な情報を選択し処理できる。 （少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）

生活委員会では、全校で落とし物調査を行いました。その結果をまとめた表を基に［学習課題］
して、落とし物の傾向を調べ、落とし物を減らすための対策を考えましょう。
（１）拓也さんが作った表の１回目の調査で、落とし物の合計のうち、文房具の占める割合を求め

る式を答えなさい。
（２）拓也さんと優香さんが作ったグラフの１回目と２回目の調査結果を比較して 「１回目より、

２回目の方が落とし物の状況がよくなったとは言い切れない」という理由を説明しましょう。
（３）記名のある落とし物を１個１点、記名のない落とし物を１個２点として集計し、表彰する学

級を決めよう。

１回目 ２回目

種 文房具 201 212

ハンカチ・タオル 49 28
類

その他 55 50

落とし物の合計 305 290

落とし物の合計の平均値 20.3 19.3
）（１学級当たりの落とし物の個数

基本的な流れ 指導のポイント

○発問１で課題に興味を持たせる。例えば、一番多いのは「文房１.［学習課題 （１）を解く。］
」 、 （ ）具 の解答は予想されるが なぜそう考えるのか質問して １

（発問１）表をみて、落とし に関連させる。
物について気付くことはなん ◎与えられた情報から必要な情報を選択して的確に処理するよ
だろう？ う、どの情報が必要か選択するよう指示する。

○発問１から（１）を解き、課題につなげるようにする。

○発問２から 「１回目より２回目の方が落とし物の状況がよく２.［学習課題 （２）を解く。］ 、
」 、 「 」なったとは言い切れない という理由として 例えば 16～19

「 」 「 」（発問２）１回目と２回目の や 20～23 のときは２回目は１学級減少しているが 24～27
違いや似ているところをグラ は１学級増加していることや （１回目と２回目の 「グラフ、 ）
フから判断してみよう。 の形状について」などに着目するよう促す。

３.学習課題を解決する。考え
[ICT（可視化 【落とし物重み付け.xlsx】]を発表し、全体で比較・検討す ）

る。

（発問３）
記名のある落とし物を１個１
点、ない落とし物を１個２点
として集計し表彰する学級を
決めよう。記名のある落とし
物をａ個、ない落とし物をｂ
個としたときの得点を集計し
て表彰を考えているが、その

。表彰の仕方を考えてみよう

○発問３から多様な生徒の考えを引き出したい。落とし物の数が
（発問４）他にどんな点数の 多かったり、記名してなかったりするとａ＋２ｂの値が大きく
付け方が考えられますか。 なることに気付かせる。

○発問４より、生徒たちに点数の付け方を考えさせ、そのように
（予想される生徒の反応） 考えた理由を説明する。

（思）情報を適切に読み取ったり、事象を数学的に表現してその・記名のある落とし物１個－１
意味を的確に解釈したりすることで、必要な情報を選択し処理点、ない落とし物を－２点とす
、 。るなど、負の数を使って表す。 し その考察過程を相手に分かりやすく説明することができる

重み付けした値を考えてその値の意味を解釈し判断の根拠にする４.学習のまとめをする。

指導例

（中学２年 落とし物を減らす対策を考えよう）

黄色セルに

入力

赤枠に自動で

出てくる

全国学力・学習状況調査平成 年度 中学校27
（国立教育政策研究所教育課程研究センター）

13授業アイディアＰ

（ ）拓也さんが作った表 例
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中２数②（使用するICT教材名）
【中２数②格子点の面積.pptx】
【中２数②連立方程式.pptx】

＊ねらい＊
（授業の準備）格子点の面積を既習である図形の性質や連立

方程式の考えを生かして、見通しを持って求 教科書・ノート
め、その理由を相手に分かりやすく説明でき 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
る。 （少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）

［学習課題］
正方形Ｓの面積は３ｃｍ だろうか？２

（格子点間の距離は１ｃｍとする）
もし３ｃｍ でないときは、正しい正方形の面積をいろいろな方法で求め２

てみよう。

基本的な流れ 指導のポイント

○発問１で正方形の面積を求める見通しを付ける。１.学習課題を把握する。
○ を使うことで面積が３ｃｍ よりも大きいことが予想でICT ２

（発問１） きる。
正方形Ｓの面積は３ｃｍ だ２

ろうか？ ［ ］ICT（可視化 【中２数②格子点の面積.pptx） 】
図から考えてみよう。

（生徒の思考）
正方形Ｓに補助線を入れるこ・
とで、面積が３ｃｍ よりも２

大きいことが分かる。

○発問２で既習を想起する。三角形の面積は出ると予想される２.学習課題を追究する。
が、連立方程式や一次方程式などの方程式の考えは出にくい

（発問２） と予想される。そのため、もし出なかった場合はｘ軸、ｙ軸
次の正方形の面積を求めるに を表示する でヒントを与える。ICT
は既習事項のどんなことを使
えばよいだろうか？ ［ ］ICT（可視化 【中２数②格子点の面積.pptx） 】

（生徒の思考）
・三角形の面積から求める
・連立方程式とグラフの考え
・平行線と比の考え
①

○［ ］を習熟度に応ICT（再現化 【中２数②連立方程式.pptx） 】
② ｙ＝－３ｘ＋９ じて使う。

○図のような三角形は４つできるため、求める正方形の面積は
（ ） （ ） 。これを解くと 外側の正方形の面積 － ４つ分の三角形の面積 となる

（ ）９－ ４つ分の三角形の面積
［ ］ICT（可視化 【中２数②格子点の面積.pptx） 】

＝

３．学習課題を解決する。考え
を発表し、全体で比較・検討す
る。

自分の意見と友達の意見を比
較・検討してみよう。

（思）格子点の面積を既習を生かして多様な考えで求め、根拠
を明確にして相手に分かりやすく説明することができる。

図形の面積を求めるために関数の考えや図形の性質で解いた４.学習のまとめをする。
・格子点の面積を多様な考えで り多様な考えで解いたりすることができる。
求め、その考えを振り返る。

指導例

（中学２年 格子点の面積を求めなさい）
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中３数①（使用するICT教材名）
【中３数①展開公式基礎 】.pptx
【中３数①展開公式発展 】.pptx
【中３ 展開公式（ﾌﾗｯｼｭ教材 】）

レベルＡ～レベルＣ
＊ねらい＊

（授業の準備）多項式同士の乗法の式を既習事項の分配法
則を生かしたり、図示したりする学習を通し 教科書・ノート
て式の展開ができるようにする。 実物投影機・プロジェクタ・パソコン

（少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）

面積図を使って（ｘ＋２ （ｘ＋３）の展開しよう。［学習課題１］ ）

展開しよう。［学習課題２］
２① （ｘ＋ａ （ｘ＋ｂ） ② （ｘ＋ａ））

③ （ｘ－ａ） ④ （ｘ＋ａ （ｘ－ａ）２ ）

基本的な流れ 指導のポイント

○計算のきまりだから、と捉えている生徒が多い。 教材の１.前時の復習をする。 ICT
面積図を使って学習したことを復習する。面積図を使うとイ

（導入） メージしやすく、誰にでも理解しやすい。
① ７ａ＋２ａ＝９ａ

[ICT（再現化 【中３数①展開公式基礎.pptx ］② ５（２ａ＋３ｂ） ） 】
＝１０ａ＋１５ｂ ① ７ａ＋２ａ ＝ ９ａ

が成り立つわけを考えよう。

（生徒の思考）
・①は同じ文字だから計算できる
・①のａを具体物に置き換えて説
明する。 （７ａと２ａを合わせる） （９ａができる）

・②は分配法則だから計算しても
よい。

◎図がかけない生徒には、 の面積図をかき、２.学習課題を追究する。 ×ｘ ｘ
次に の面積図をかくように指示する。（ｘ＋２ （ｘ＋３））

（発問１） ○導入②を応用することで の展開方法、（ｘ＋２ （ｘ＋３））
面積図を使って に気付けるようにする。
（ｘ＋２ （ｘ＋３）を展開し）

[ICT（可視化 【中３数①展開公式基礎.pptx ］よう。どんな面積図をかけば相 ） 】
手に分かりやすく説明できるだ ＊図と式が対応している
ろうか。

（生徒の思考）
・長方形の面積

。から考察する

○習熟度が高く、③・④も図でやってみようとする生徒が多い３.学習課題２に取り組む。
場合は を[ICT（可視化 【中３数①展開公式発展.pptx ］） 】

「 」 。（発問２） 使って図示し学び合うことで 考える楽しさ を味わわせる
①（ｘ＋ａ （ｘ＋ｂ） ◎数学が苦手な生徒は③、④の面積図の考え方は自力解決する）
②（ｘ＋ａ） ことが困難であると予想される。したがって、分配法則の考２

③（ｘ－ａ） えを使ってもよいとする。２

（思）多項式同士の乗法の計算を、分配法則や図で考えながら④（ｘ＋ａ （ｘ－ａ））
考察・整理して、さらに一般化することができる。を面積図を使い説明しよう。

（生徒の思考）
A C・面積図を使ってやってみると ﾚﾍﾞﾙ ～[ICT（可視化 【展開公式 （ﾌﾗｯｼｭ教材 ］） 】 ）

＊ランダムボタンを押すと③、④が難しい。
スライドの順番が変わる設定になっている。

（発問３）
実際に展開公式を使って、計算 ・・・
してみよう。

○多項式同士の乗法の計算を分配法則や図で考察・整理して、３.学習のまとめをする。
式の展開について面積図を説明で それを使って式を一般化する。また、それを使って、式の展
き、また式を一般化できる。 開ができることのよさが分かる。

指導例 （中学３年 展開公式 ）

式

図

＜参考＞
はばたく

群馬の指導プラン

P24 P26、
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中３数②（使用するICT教材名）
【中３数②因数分解公式基礎】
【３年 因数分解（ﾌﾗｯｼｭ教材 】）

レベルＡ～レベルＣ

（授業の準備）＊ねらい＊
分配法則や乗法公式をもとにして、多項式 教科書・ノート

を因数分解することができる。 実物投影機・プロジェクタ・パソコン
（少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）

面積図を使ってｘ ＋３ｘ、ｘ ＋３ｘ＋２の因数分解についてを説明しよう。［学習課題１］ ２ ２

因数分解しよう。［学習課題２］
２ ２ ２① ｘ ＋（ａ＋ｂ）ｘ＋ａｂ ② ｘ ＋２ａｘ＋ａ
２ ２ ２ ２③ ｘ －２ａｘ＋ａ ④ ｘ －ａ

基本的な流れ 指導のポイント

○ 教材を使って面積図を使って学習する。面積図を使っ１.［学習課題１］を解く。 ICT
、 。て学習することでイメージしやすく 誰にでも理解しやすい

（導入） ○共通因数をくくる因数分解を苦手な生徒もいるので、時間に
面積図を使って 余裕があるときは、学習のまとめの部分で、因数分解フラッ

シュ教材を使って演習する。ｘ ＋３ｘ２

ｘ（ｘ＋３）＝
[ICT（可視化 【中３数②因数分解公式基礎 ］が成り立つわけを考えよう。 ） 】

（生徒の思考）
・共通因数をくくって考える。

◎図がかけない生徒には、 の面積図をかき、２.［学習課題１］を解き、因数 ×ｘ ｘ
「 。分解を考える。 ３×ｘ と １×２次に の面積図をかくように指示する」 「 」

（発問１）
[ICT（可視化 【中３数②因数分解公式基礎 ］ｘ ＋３ｘ＋２２ の因数分解を考 ） 】

えるためにはどんな図形をつく ＊図と式が対応している
ればよいか。

（生徒の思考）

・組み立てて長方形を作る。

。ｘ ＋３ｘ＋２を因数分解する２

（生徒の思考） ○ｘ ＋３ｘ＋２の因数分解を面積図から学んだ後、習熟度の２

・ｘ ＋３ｘ＋２ 高い生徒には、ｘ ＋５ｘ＋６やｘ ＋２ｘ＋１などを考え、２ ２ ２

＝ ｘ ＋２ｘ＋ｘ＋１×２ 因数分解は展開の逆であることを学び、公式１や公式２の因２

＝（ｘ＋２ （ｘ＋１） 数分解につなげる。）

◎①～④はフラッシュ教材を使って徹底して反復することで習３.考えを発表し、全体で比較・
熟の程度を高める。レベル別になっているが、生徒の実態に検討することで ［学習課題２］、
よって、問題が変更できるようにプレゼンテーションソフトに進む。
が変更可能になっている。

ｘ ＋（ａ＋ｂ）ｘ＋ａｂ （思）分配法則や乗法公式を基に面積図で因数分解の公式を考① ２

ｘ ＋２ａｘ＋ａ え、根拠を明確にして相手に分かりやすく説明できる。② ２ ２

を因数分解しよう。
[ICT（効率化 【３年 因数分解 （ﾌﾗｯｼｭ教材）） 】

（生徒の思考）
①（ｘ＋ａ （ｘ＋ｂ））

２②（ｘ＋ａ）

実際に因数公式を使って、計算
してみよう。

○因数分解は展開の逆である。また、面積図を使うことで、多３.学習のまとめをする。
多項式の因数分解について①②を 項式を因数分解できることが相手に分かりやすく説明でき
振り返る。 る。

指導例 （中学３年 因数公式 ）
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中３数③（使用するICT教材名）
【中３数③平方根の計算.pptx】
【平方根（ﾌﾗｯｼｭ教材 】）

レベルA～C
＊ねらい＊

（授業の準備）平方根の加法・減法の計算を図や数直線な
ど多様な方法で考え、その計算方法を考察す 教科書・ノート・電卓
ることができる。 実物投影機・プロジェクタ・パソコン

（少人数クラスの場合はタブレットPCで代用可）

［学習課題］
は成り立つか？その理由を考えよう。

基本的な流れ 指導のポイント

１.前時の復習をする。
[ICT（再現化 【平方根（ﾌﾗｯｼｭ教材 】]） ）

（導入）
フラッシュ教材で前時の復習

・平方根の加法・減法計算の仕方
を考えるために、まずは平方根
の復習をする。

＊前時の復習をするためにフラッシュ教材を使う。

○ の考察は多様な方法を考えさせたい。２.学習課題を把握し追究する。

（発問１） ○＜近似値＞ として電卓で計算する

≒ ＋ ≒ ≒ ・・・1.41 2.82 4.23 3.3
を確かめるためにはどのような
方法でできるだろう。 したがって、左辺と右辺が等しくない。

つまり、 は成り立たない。
（生徒の思考）
・図（面積図など） ○ 発問１は課題追究への方法を明確にし、見通しを立てる発
・近似値と数直線で考える。 問である。

18・展開公式 ○＜展開公式＞ 左辺 ＝（ ）
・近似値や数直線を使った考え方

10は出ると生徒から予想される。 右辺 ＝（ ）
したがって、左辺と右辺が等しくない。
つまり は成り立たない。

○多様な見方や考え方をするために発問２で、生徒が考えた以３.学習課題を解決する。考えを
外の解法も提示する。図からその考えを読み取る。発表し、全体で比較・検討する。

[ICT（可視化 【中３数③平方根の計算.pptx】]（発問２） ）
＊面積図を使う説明がでなかった場合

右の図は

が正しいか検証した図である。

図から考察過程を読み取り、計
算の方法を説明しよう。

（生徒の思考）

○平方根の計算について考え方を振り返って［演習］で再度確
［演習］計算の仕方を確認して 認する。

（思）平方根の加減法を図や数直線、または展開公式などの多
様な方法で考え、自分の考えを根拠を明らかにして相手に説の計算をや
明できる。ってみよう。

○平方根の加減法を数直線や近似値、面積図など、多様な方法４.学習のまとめをする。
・文字式と同じように根号の中が で考えた結果、根号の中が同じときは計算できることが分か
同じ数のときは計算できる。 る。

指導例 （中学３年 平方根の計算 ）

10＝８＋２

1082＋

1082＋
41.12 228

82＋

88222)82( 2＋

10

2)10(

1082＋

５－３２＋５２

1082＋

1082＋

22282＋

232)21(

- 資料33 -


